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第　

回
読
書
週
間

６１

　
　
　
　

月　

日
〜　

月
９
日

１０

２７

１１

標
語

《
君
と
読
み
た
い
本
が
あ
る
。》

ス
ポ
ー
ツ
の
秋
と
と
も
に

読
書
の
秋

　

学
校
の
運
動
会
が
過
ぎ
る
と
、

季
節
は
一
気
に
秋
が
訪
れ
ま
す
。

　

秋
と
言
え
ば
読
書
。

　

毎
年　

月　

日
か
ら
読
書
週
間

１０

２７

が
始
ま
り
ま
す
。
期
間
中
は
、
ポ

ス
タ
ー
や
標
語
を
中
心
に
、
全
国

的
に
統
一
し
た
運
動
が
展
開
さ
れ

ま
す
。

　

全
国
的
に
読
書
離
れ
、
活
字
離

れ
が
叫
ば
れ
て
い
る
今
日
、
本
市

で
は『
出
水
兵
児
読
書
活
動
推
進

計
画
』に
基
づ
き
、
子
ど
も
の
読

書
活
動
を
積
極
的
に
推
進
し
、
読

書
活
動
日
本
一
の
ま
ち
づ
く
り
を

目
指
し
て
い
ろ
い
ろ
な
取
組
を
進

め
て
い
ま
す
。
こ
の
一
環
と
し
て
、

読
書
週
間
の
初
日（　

月　

日
）に

１０

２７

「
読
書
活
動
日
本
一
の
ま
ち
づ
く

り
推
進
大
会
」を
市
音
楽
ホ
ー
ル

で
開
催
し
ま
す
。
こ
の
大
会
を
通

じ
て
本
を
読
む
こ
と
の
大
切
さ
、

尊
さ
を
考
え
て
み
た
い
と
思
い
ま

す
。

※
当
日
の
託
児
希
望
者
は
、
事
前

に
中
央
図
書
館
に
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い
。

　

ま
た　

月　

日
は
、
一
昨
年
制

１０

２７

定
さ
れ
た
文
字
・
活
字
文
化
振
興

法
で
定
め
ら
れ
た「
文
字
・
活
字

文
化
の
日
」で
す
。
こ
の
法
律
は
、

ま
だ
な
じ
み
が
な
い
か
も
し
れ
ま

せ
ん
が
、
そ
の
理
念
は
次
の
よ
う

に
な
っ
て
い
ま
す
。

　　
「
文
字
・
活
字
文
化
の
振
興
に

関
す
る
施
策
の
推
進
は
、
す
べ
て

の
国
民
が
、
そ
の
自
主
性
を
尊
重

さ
れ
つ
つ
、
生
涯
に
わ
た
り
、
地

域
、
学
校
、
家
庭
そ
の
他
の
様
々

な
場
に
お
い
て
、
居
住
す
る
地
域
、

身
体
的
な
条
件
そ
の
他
の
要
因
に

か
か
わ
ら
ず
、
等
し
く
豊
か
な
文

字
・
活
字
文
化
の
恵
沢
を
享
受
で

き
る
こ
と
を
旨
と
し
て
行
う
」

　　

市
中
央
図
書
館
で
は
、
読
書
習

慣
の
定
着
や
読
書
活
動
の
拡
大
の

た
め
に
様
々
な
テ
ー
マ
に
沿
っ
た

企
画
展
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

【
今
年
度
の
テ
ー
マ
】

◎
文
学
賞
を
受
賞
し
た
本

◎
感
想
文
を
書
こ
う

◎
図
書
館
員
お
す
す
め
の
本

　

現
在
、「
郷
土
関
係
作
家
の
作
品

展
」を
開
催
中
で
す
の
で
、
ぜ
ひ

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

図
書
館
で
は
、
多
く
の
皆
さ
ん

の
ご
来
館
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

《
君
と
読
み
た
い
本
が
あ
る
。》

　

ご
家
族
、
お
友
だ
ち
、
会
社
の

同
僚
な
ど
な
ど
一
緒
に
読
書
を
楽

し
み
ま
し
ょ
う
！

　

図
書
館
を
利
用
し
た
こ
と
の
あ

る
方
は
よ
く
ご
存
じ
か
と
思
い
ま

す
が
、
あ
ま
り
利
用
し
た
こ
と
が

な
い
方
や
一
度
も
利
用
し
た
こ
と

が
な
い
方
な
ど
は
、
図
書
館
は
本

を
借
り
た
り
返
し
た
り
す
る
だ
け

の
所
だ
と
考
え
て
お
ら
れ
る
方
も

多
い
よ
う
で
す
。
実
は
次
の
よ
う

に
様
々
な
利
用
の
仕
方
が
あ
り
ま

す
。

◎
館
内
閲
覧

　

手
続
き
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

　

館
内
で
自
由
に
ご
利
用
く
だ
さ

い
。

◎
本
の
貸
出
と
返
却

　

お
一
人
８
冊
ま
で
、
２
週
間
の

期
限
で
借
り
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
た
だ
し
、
新
聞
な
ど
一
部

貸
出
で
き
な
い
も
の
も
あ
り
ま

す
。

◎
ビ
デ
オ
テ
ー
プ
の
貸
出
と
返
却

　

高
校
生
以
上
の
方
は
、
お
一
人

に
つ
き
１
作
品
、
２
泊
３
日
の

期
限
で
借
り
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。（
無
料
）

◎
ビ
デ
オ
テ
ー
プ
の
館
内
視
聴

　

館
内
視
聴
用
の
ビ
デ
オ
テ
ー
プ

に
限
り
、
ビ
デ
オ
コ
ー
ナ
ー
で

見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

◎
レ
フ
ァ
レ
ン
ス

　

調
べ
た
い
こ
と
が
あ
る
と
き
に

は
、
図
書
館
の
職
員
が
資
料
を

探
す
お
手
伝
い
を
し
ま
す
。

◎
コ
ピ
ー
サ
ー
ビ
ス

　

図
書
館
の
資
料
に
限
り
、
著
作

権
法
の
範
囲
内
で
コ
ピ
ー
を
し

ま
す
。（
有
料
）

◎
新
聞
の
利
用

　

主
な
新
聞
の
日
曜
日
か
ら
最
高

１
週
間
分
が
新
聞
コ
ー
ナ
ー
に

あ
り
ま
す
。
ま
た
、
す
べ
て
で

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
過
去
の
分

も
保
管
し
て
あ
り
ま
す
。

◎
電
話
帳
の
利
用

　

九
州
・
沖
縄
地
区
の
電
話
帳
が

備
え
て
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

◎
本
の
予
約

　
（
出
水
市
民
限
定
）

　

読
み
た
い
本
が
貸
出
中
の
場
合
、

予
約
を
す
る
と
、
そ
の
本
が
返

却
さ
れ
た
と
き
に
電
話
や
は
が

き
で
ご
連
絡
し
ま
す
。

◎
本
の
リ
ク
エ
ス
ト

　
（
出
水
市
民
限
定
）

　

読
み
た
い
本
が
市
立
図
書
館
に

な
い
場
合
、
リ
ク
エ
ス
ト
を
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
リ
ク
エ

ス
ト
さ
れ
た
本
は
、
購
入
す
る

か
、
県
立
図
書
館
な
ど
ほ
か
の

図
書
館
か
ら
借
り
て
提
供
し
ま

す
。
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図
書
館
っ
て
ど
ん
な
所
？
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『読書ひろば』を開催
　　
　市内の高尾野地域読書グルー
プによる読み聞かせ、ペープ
サート（紙人形劇）、昔の遊びな
ど楽しい遊びがいっぱいです。
　ロビーでは、子どもの手づく
り絵本の展示、月刊誌・古本の
リサイクルもあります（数に限
りがあります。あらかじめご了
承ください）。
　
　日　時　
　　１０月２１日（日）
　　午前９時３０分から正午まで

　場　所　
　　高尾野農村環境改善センター
　　※高尾野図書館は、「読書ひ

ろば」開催中は休館とし、
午後から開館します。

◎
そ
の
他
の
利
用

　

読
み
た
い
本
を
探
す
に
は
、
館

内
の
表
示
を
見
て
探
す
こ
と
も

で
き
ま
す
が
、
利
用
者
端
末
機

を
使
っ
て
探
す
こ
と
も
で
き
ま

す
。
画
面
を
さ
わ
る
だ
け
で
簡

単
に
使
え
ま
す
。
ま
た
、
小
さ

い
字
が
苦
手
な
方
は
、
拡
大
器

や
拡
大
鏡
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
ほ
か
、
大
活
字
本
・
点
字

本
も
あ
り
ま
す
。

�
何
か
に
つ
い
て
調
べ
た
い
！
�

　

こ
う
い
う
と
き
は
、
ぜ
ひ
市
立

図
書
館
を
の
ぞ
い
て
み
て
く
だ
さ

い
。
図
書
館
の
大
切
な
機
能
の
一

つ
に
、
利
用
者
の
調
べ
も
の
を
支

援
す
る
機
能
が
あ
り
ま
す
。
様
々

な
資
料
を
比
較
検
討
し
、
ど
れ
が

正
し
い
か
を
考
え
る
。
そ
の
た
め

の
資
料
を
提
供
す
る
こ
と
を
大
き

な
仕
事
と
し
て
い
ま
す
。
例
え
ば

自
分
の
地
域
の
こ
と
が
知
り
た
い

と
い
う
こ
と
で
あ
れ
ば
、
郷
土
資

料
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
古
い
資

料
も
あ
り
ま
す
。
こ
う
い
う
点
も

公
立
の
図
書
館
の
特
長
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

　

読
み
、
調
べ
、
知
り
、
考
え
、

役
立
て
る
と
い
う
一
連
の
資
料
が

そ
ろ
う
場
所
と
し
て
、
お
お
い
に

ご
活
用
く
だ
さ
い
。

貸
出
ベ
ス
ト
作
品
（
上
半
期
）

一
般
書

①
鈍
感
力

�
一
瞬
の
風
に
な
れ
１

�
光
と
と
も
に
･
･
･
３

�
光
と
と
も
に
･
･
･
１

�
光
と
と
も
に
･
･
･
２

�
ま
と
い
大
名

�
異
常
気
象
売
り
ま
す　

下

�
一
瞬
の
風
に
な
れ
２

�
ブ
ラ
ッ
ク
・
ジ
ャ
ッ
ク
３

�
ブ
ラ
ッ
ク
・
ジ
ャ
ッ
ク
２

児
童
書

�
か
い
け
つ
ゾ
ロ
リ
の
て
ん
ご
く

と
じ
ご
く

�
か
い
け
つ
ゾ
ロ
リ
の
じ
ご
く
り

ょ
こ
う

�
ミ
ッ
ケ
！
８　

が
っ
こ
う

�
か
い
け
つ
ゾ
ロ
リ
た
べ
ら
れ
る
�

�
ミ
ッ
ケ
！
６　

ゴ
ー
ス
ト
ハ
ウ

ス
�
ハ
リ
ー
ポ
ッ
タ
ー
と
謎
の
プ
リ

ン
ス　

上

�
か
い
け
つ
ゾ
ロ
リ
の
き
ょ
う
ふ

の
サ
ッ
カ
ー

�
か
い
け
つ
ゾ
ロ
リ
の
き
ょ
う
ふ

の
プ
レ
ゼ
ン
ト

�
か
い
け
つ
ゾ
ロ
リ
ま
も
る
ぜ
！

き
ょ
う
り
ゅ
う
の
た
ま
ご

�
ミ
ッ
ケ
！
７　

た
か
ら
じ
ま

運行日
運行時間ステーション名

３月２月１月１２月１１月１０月

４５－４６２１０：００～１０：３０西之口団地公民館第１・３
火曜日 １８１９１５１８２０１６１４：３０～１４：５０ラ・フォーレいずみ

５６－５７３　９：５０～１０：２０元町公民館第１・３
水曜日 １９２０１６１９２１１７１０：３０～１１：００今釜西公民館

１０：１０～１０：３０青木原公民館

第１・３
木曜日

６７－６１４１０：５０～１１：１０餅井公民館

－２１１７２０１５１８１４：１０～１４：３０旭公民館

１４：４０～１５：００屋地公民館

７１－７２５１４：３０～１４：５０下高尾野下公民館第１・３
金曜日 ２１１５１８２１１６１９１５：１０～１５：３０内野々上公民館

　９：５０～１０：２０千本付住宅広場

第２・４
火曜日

１１１２８１１１３９１０：３０～１１：００平和団地集会室

２５２６－２５２７２３１４：２０～１４：４０鹿島住宅広場

１４：５０～１５：２０ことぶき

　９：４０～１０：００江内北部コミュニティセンター

第２・４
水曜日

１２１３９１２１４１０１０：１０～１０：３０東辺田公民館前

２６２７－２６２８２４１０：５５～１１：１５木串公民館

１４：２０～１４：５０茶円堀住宅

１３１４１０１３８１１　９：５０～１０：２０鶴亀タウン第２・４
木曜日 ２７２８－２７２２２５１０：３０～１１：００米ノ津駅前広場

１４８１１１４９１２１４：１０～１４：４０鶴水園第２・４
金曜日 ２８２２－２８－２６１５：００～１５：２０加紫久利住宅広場

平成１９年度　移動図書館運行表（下半期）

※本の返却には、最寄りのブックポストも利用できます。
（場所は図書館にお尋ねください。）

インターネットでも
本の検索ができます
※蔵書検索画面の展開方法
①出水市のホームページを開く。 

↓
②画面左側のＷＥＢサービスの
ところにある図書館蔵書検索
をクリックする。
出水市のホームページ

（http://www.city.izumi.kagoshima.jp/）
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図
書
館
の
利
用
方
法

◎
市
内
に
住
ん
で
い
る
方
か
通
勤

・
通
学
し
て
い
る
方
は
、
利
用

者
カ
ー
ド
の
交
付
を
受
け
て
本

を
借
り
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

◎
１
枚
の
利
用
者
カ
ー
ド
で
市
内

の
３
館
す
べ
て
に
利
用
で
き
ま

す
。

◎
本
は
３
館
合
わ
せ
て
８
冊
ま
で
、

２
週
間
の
期
限
で
借
り
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

新
し
い
本
の
紹
介（
予
定
）

《
幼
児
・
小
学
生
》

◎
ザ
・
ボ
ー
ン（
南
部
和
也
）◎
い

い
か
ら　

い
い
か
ら
２（
長
谷
川

義
史
）◎
ふ
し
ぎ
な
キ
ャ
ン
デ

ィ
ー
や
さ
ん（
み
や
に
し
た
つ
や
）

◎
た
び
は
み
ち
づ
れ（
五
味
太
郎
）

◎
だ
い
す
き
、
マ
マ
！（
マ
ー
ガ

レ
ッ
ト
・
ワ
イ
ル
ド
）◎
じ
い
ち

ゃ
ん
と
な
い
し
ょ
な
い
し
ょ
の
や

ま
の
ぼ
り（
わ
た
な
べ
さ
も
じ
ろ

う
）◎
ま
め
う
し
の
び
っ
く
り
な

あ
き（
あ
き
や
ま
た
だ
し
）◎
マ

リ
ー
の
お
人
形（
ル
イ
ー
ズ
・
フ

ァ
テ
ィ
オ
）◎
イ
エ
コ
さ
ん（
角
野

栄
子
）◎
ぽ
っ
か
り
つ
き
が
で
ま

し
た
ら（
内
田
麟
太
郎
）…
等

 

 

 

《
小
学
生
・
中
学
生
》

◎
曲
芸
師
ハ
リ
ド
ン（
ヤ
コ
ブ
・

ヴ
ェ
ゲ
リ
ウ
ス
）◎
お
金
も
う
け

は
悪
い
こ
と
？（
Ａ
・
ク
レ
メ
ン

ツ
）◎
真
夜
中
の
商
店
街（
藤
木

稟
）…
等

《
高
校
生
・
一
般
》

◎
風
の
音
が
聞
こ
え
ま
せ
ん
か

（
小
笠
原
慧
）◎
ス
ワ
ン
ソ
ン
グ

（
大
崎
善
生
）◎
ハ
ッ
ピ
ー
エ
ン
ド

に
さ
よ
な
ら
を（
歌
野
晶
午
）◎
夜

明
け
の
縁
を
さ
迷
う
人

（々
小
川

洋
子
）◎
三
日
月（
宮
崎
誉
子
）

◎
こ
の
人
と
結
婚
す
る
か
も（
中

島
た
い
子
）◎
ゾ
ラ
・
一
撃
・
さ

よ
う
な
ら（
森
博
嗣
）◎
サ
ク
リ
フ

ァ
イ
ス（
近
藤
史
恵
）◎
湿
地
帯

（
宮
尾
登
美
子
）◎
果
て
の
花
火

（
松
井
今
朝
子
）◎
Ｒ
Ｅ
Ｖ
Ｅ
Ｒ
Ｓ

Ｅ　

リ
バ
ー
ス（
石
田
衣
良
）◎
幻

夢（
藤
沢
周
）◎
ビ
タ
ー
・
ブ
ラ
ッ

ド（
雫
井
脩
介
）◎
あ
な
た
が
こ
こ

に
い
て
欲
し
い（
中
村
航
）◎
予
定

日
は
ジ
ミ
ー
・
ペ
イ
ジ（
角
田
光

代
）◎
道
具
屋
殺
人
事
件（
愛
川

晶
）◎
田
舎
の
刑
事
の
趣
味
と
お

仕
事（
滝
田
務
雄
）◎
お
は
よ
う
サ

ン
ド
イ
ッ
チ（
前
川
梓
）◎
海
に
帰

る
日（
ジ
ョ
ン
・
バ
ン
ヴ
ィ
ル
）◎

幸
せ
な
結
婚
は
パ
ン
ケ
ー
キ
の
匂

い
が
す
る（
ケ
イ
ト
・
ケ
リ
ガ
ン
）

◎
漆
黒
の
鳥（
ジ
ョ
エ
ル
・
ロ
ー

ズ
）…
等

【
読
み
聞
か
せ
】

　

中
央
図
書
館

　
　

毎
週
水
曜
日　

午
後
４
時

　

高
尾
野
図
書
館

　
　

毎
週
月
曜
日　

午
後
４
時

　
　
（　

月
は
第
２
週
は
休
み
）

１０

　

野
田
図
書
館

　
　

毎
週
木
曜
日　

午
後
４
時

【
親
子
読
書
教
室
・
す
く
す
く
】　

　

高
尾
野
図
書
館

　
　

第
２
・
第
４
火
曜
日

　
　

午
前　

時　

分

１０

３０

　
　
（　

月
は
第
４
週
は
休
み
）

１０

【
成
人
読
書
会
・
い
も
つ
る
】

　

高
尾
野
図
書
館

　
　
　

月
は
休
み

１０

１０月の休館日開 館 時 間

１日、８日、
15日、22日、
27日、29日

平日　午前９時～午後８時
土曜・日曜日
　　　午前９時～午後６時

中央図書館 
(��2105)

４日、11日、
18日、２１日午前中、
25日、27日

　　　午前９時～午後６時
高尾野図書
館(��
5452）

５日、８日、12日、
19日、26日、27日

　　　午前９時～午後６時野田図書館   
  (��3100)

｢文芸いずみ第２号｣（読書活動日本一を目指して）作品を募集
　市立図書館（中央図書館・高尾野図書館・野田図書館）では、広く市民の皆さんから文芸作品等を募集し、自由で楽しみ
に満ちた作品を掲載することにより、文化活動、特に読書活動の伸長に寄与することを目的に「文芸いずみ第２号｣（読書
活動日本一を目指して）を出版します。
　次により作品を募集しますので、奮ってご応募ください。

応募資格
　どなたでも応募できます。
募集作品
　読書感想文、詩、短歌、俳句、川柳、随筆、童話、
　歴史・郷土に関する記録および回顧録など
応募要領
●４００字詰め原稿用紙を縦書きで使用。パソコン等で作成
される場合もこれに準じてください。
●応募は、それぞれの部門ごとに次のとおりとし、１人で
２つの部門までとします。
　読書感想文　　２，４００字以内（原稿用紙６枚以内）
　詩　　　　　２編まで
　短歌　　　　３首まで
　俳句　　　　５句まで
　川柳　　　　５句まで
　随筆　　　　 ２，４００字以内（原稿用紙６枚以内）
　童話　　　 　４，０００字以内（原稿用紙１０枚以内）
　歴史・郷土に関する記録および回顧録
　　　　　　　　８，０００字以内（原稿用紙２０枚以内）
●原稿には、必ず住所、氏名、電話番号、部門を明記して
ください。

●文字は常用漢字を使い、楷書で正確明瞭に記入してくだ
さい。固有名詞等でふりがながあったほうが適当と思わ
れるものについては、ふりがなを付けてください。

応募期限　11月30日(金)

その他
○原稿は原則として返却しません。
○掲載作品の著作権は、市に譲渡されます。
○作品の掲載順は各部門ごとに作品の到着順とし、作者の
思いや意図を尊重するために原則として原作どおり掲載
します。

※発行は、平成20年３月中旬を予定しています。

応募・問い合わせ先
　出水市立中央図書館
　　〒899-0205
　　　出水市本町３番14号
　　　��2105、ＦＡＸ�9439

☆☆小・中学生もどしどし応募してください。☆☆

図
書
館
だ
よ
り
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今
回
は
出
水
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
の
役
割

に
つ
い
て
お
伝
え
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

当
院
は
、
出
水
地
域
の
中
核
病
院
と
し
て

の
役
割
を
担
っ
て
お
り
、
主
に
入
院
診
療
と
、

一
般
開
業
医
で
は
困
難
な
専
門
外
来
診
療
を

中
心
に
医
療
を
行
っ
て
い
ま
す
。
内
科
系
で

は
一
般
内
科
以
外
に
、
循
環
器
内
科
、
神
経

内
科
、
血
液
内
科
、
代
謝
内
科
の
専
門
の
医

師
が
診
療
に
当
た
っ
て
お
り
、
外
科
系
で
は

外
科
以
外
に
泌
尿
器
科
、
整
形
外
科
、
眼
科
、

脳
神
経
外
科
の
専
門
医
師
が
い
て
診
療
に
あ

た
っ
て
い
ま
す
。

　

残
念
な
が
ら
、
現
在
は
、
呼
吸
器
内
科
、

消
化
器
内
科
、
耳
鼻
咽
喉
科
に
お
い
て
専
門

医
師
が
不
在
の
状
態
で
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

産
婦
人
科
と
皮
膚
科
に
つ
き
ま
し
て
は
、
常

勤
医
師
は
不
在
で
は
あ
り
ま
す
が
、
週
１
回

の
専
門
医
師
に
よ
る
外
来
診
療
を
行
っ
て
い

ま
す
。
こ
れ
ら
い
ず
れ
の
診
療
科
も
で
き
る

だ
け
早
く
復
活
で
き
る
よ
う
医
師
確
保
に
向

け
奔
走
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

と
こ
ろ
で
当
院
に
は
、
麻
酔
科
・
放
射
線

科
に
専
門
の
常
勤
医
師
が
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ

出水総合医療センター
　院長　瀬戸　　弘氏

出
水
総
合
医
療
セ
ン

タ
ー
か
ら
の
お
知
ら
せ

の
専
門
分
野
で
活
躍
し
て
い
ま
す
。
脳
卒
中

に
つ
い
て
は
、
内
科
と
脳
神
経
外
科
に
そ
れ

ぞ
れ
専
門
医
師
が
い
ま
す
の
で
協
力
し
て
診

療
に
当
た
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
、
ま

だ
た
く
さ
ん
の
各
科
専
門
医
師
が
勤
務
し
て

い
ま
す
の
で
、
数
多
く
の
学
会
の
研
修
指
定

病
院
に
も
指
定
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

そ
う
い
っ
た
機
能
を
十
分
生
か
す
た
め
に
、

一
般
の
外
来
患
者
さ
ん
は
、
で
き
る
だ
け
地

域
の
開
業
医
の
先
生
方
に
お
願
い
し
て
、
専

門
医
の
診
断
を
要
す
る
患
者
さ
ん
や
入
院
が

必
要
な
患
者
さ
ん
を
ご
紹
介
い
た
だ
く
よ
う

に
し
て
い
ま
す
。

　

当
院
は
、
高
度
医
療
を
行
う
た
め
の
診
断

医
療
機
器
、
手
術
器
具
等
も
各
種
備
え
て
あ

り
、
市
民
の
皆
様
に
と
っ
て
安
心
・
安
全
の

医
療
提
供
と
信
頼
さ
れ
る
病
院
を
目
指
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。
ま
た
当
院
で
は
救
急
外

来
も
重
要
な
業
務
で
あ
り
ま
す
が
、
緊
急
を

要
す
る
患
者
さ
ん
の
対
応
を
で
き
る
だ
け
ス

ム
ー
ズ
に
行
う
の
に
、
救
急
外
来
が
単
な
る

時
間
外
診
療
所
の
よ
う
に
な
っ
て
し
ま
っ
て

は
困
り
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
市
民
の
皆

様
に
救
急
外
来
の
業
務
に
つ
い
て
、
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
し
な
く
て
は
な
り
ま
せ

ん
。

　

ま
た
、
当
院
は
災
害
拠
点
病
院
で
も
あ
り

ま
す
。
万
が
一
、
大
き
な
災
害
や
事
故
が
発

生
し
た
と
き
は
、
直
ち
に
多
く
の
患
者
さ
ん

を
受
け
入
れ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
の
で
、

日
常
診
療
を
行
い
な
が
ら
災
害
時
対
応
の
訓

練
を
実
施
し
、
対
策
も
検
討
し
て
い
ま
す
。

　

地
域
に
お
け
る
医
療
提
供
の
再
編
が
問
わ

れ
て
い
る
現
在
、
当
院
の
よ
う
な
中
核
病
院

と
、
地
域
の
診
療
所
・
病
院
と
の
連
携
が
改

め
て
重
要
で
あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
。
当
院
で

も
地
域
連
携
室
を
設
置
し
、
で
き
る
だ
け
開

業
医
の
先
生
方
と
ス
ム
ー
ズ
な
連
携
が
と
れ

る
よ
う
に
努
力
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
そ

れ
だ
け
に
と
ど
ま
ら
ず
、
周
辺
の
同
じ
中
核

病
院
で
あ
る
水
俣
市
立
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー

や
阿
久
根
市
民
病
院
と
の
連
携
も
必
要
に
な

っ
て
き
て
お
り
、
今
後
、
相
互
の
協
力
体
制

づ
く
り
を
進
め
て
い
く
予
定
で
す
。　
　

　

い
ず
れ
に
し
ま
し
て
も
、
市
民
の
皆
様
に

当
院
の
担
う
役
割
を
十
分
ご
理
解
し
て
い
た

だ
く
こ
と
が
最
も
重
要
で
あ
り
ま
す
の
で
、

皆
様
の
ご
理
解
・
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し

ま
す
。 

 

 災
害
対
策
に
つ
い
て

　

最
近
、
世
界
各
国
で
発
生
し
て
い
る
災
害

の
様
子
が
毎
日
の
よ
う
に
報
じ
ら
れ
て
い
ま

す
。

　

わ
が
国
で
も
平
成
７
年
に
阪
神
・
淡
路
大

震
災
が
発
生
し
、
災
害
対
策
の
重
要
性
が
言

わ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
平
成
８
年
に
は
厚
生

省
か
ら「
災
害
拠
点
病
院
」の
設
置
が
各
県
に

義
務
付
け
ら
れ
ま
し
た
。
本
市
で
も
、
平
成

９
年
の
針
原
土
石
流
災
害
や
幾
多
の
台
風
・

地
震
・
豪
雨
等
に
よ
る
災
害
が
発
生
し
て
い

ま
す
。

　

当
院
は
、
災
害
拠
点
病
院
と
し
て
の
指
定

を
受
け
、
出
水
市

内
だ
け
で
な
く
、

近
隣
で
発
生
す
る

災
害
へ
の
対
応
等
、

常
に
そ
の
機
能
の

維
持
、
向
上
に
努

め
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

　

出
水
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
で
は
、
災
害
対

策
委
員
会
、
災
害
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
部
会
を
設

置
し
て
、
万
が
一
災
害
発
生
時
へ
の
対
応
、

対
策
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

そ
の
取
り
組
み
の
一
環
と
し
て
、
院
内
に

お
い
て「
災
害
訓
練
―
ト
リ
ア
ー
ジ
」を
実
施

し
ま
し
た
。
内
容
は
、
人
為
災
害
が
発
生
し

て
多
く
の
傷
病
者
が
医
療
セ
ン
タ
ー
に
運
ば

れ
る
と
の
想
定
の
も
と
に
、
医
師
６
人
、
看

護
師　

人
、
医
事
・
庶
務
課
員　

人
、
計　

５２

１２

７０

人
が
参
加
し
、
そ
れ
に
対
応
す
る
訓
練
を
行

い
ま
し
た
。

　

災
害
医
療
は
１
人
で
も
多
く
の
人
命
を
救

う
こ
と
、
心
的
外
傷
後
ス
ト
レ
ス
障
害
を
発

症
さ
せ
な
い
こ
と
が
最
優
先
に
な
り
ま
す
。

　

人
命
を
救
う
た
め
に
は
、
�
ト
リ
ア
ー
ジ

（
選
別
）�
治
療
�
搬
送
が
重
要
で
す
。
事
前

に
災
害
の
講
義
、
机
上
訓
練
等
も
行
い
ま
し

た
。
そ
の
結
果
、
訓
練
は
予
想
以
上
に
円
滑

に
行
わ
れ
、
参
加
者
か
ら
は
、「
繰
り
返
し

訓
練
を
行
う
必
要
性
を
感
じ
た
」、「
ト
リ

ア
ー
ジ
が
い
か
に
重
要
で
あ
る
か
を
再
認
識

し
た
」と
い
う
よ
う
な
感
想
で
あ
り
ま
し
た
。

　

災
害
は
、
い
つ
、
ど
こ
で
発
生
す
る
か
分

り
ま
せ
ん
。
災
害
発
生
時
に
適
切
に
対
応
す

る
た
め
に
は
、
日
ご
ろ
か
ら
の
準
備
が
重
要

で
あ
り
ま
す
。
日
常
の
中
で
災
害
に
つ
い
て

の
認
識
を
深
め
、
も
し
災
害
が
起
き
て
し
ま

っ
た
と
き
、
ま
ず
、「
何
を
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
の
か
」、「
ど
う
行
動
す
れ
ば
よ
い

か
」を
、
常
に
一
人
ひ
と
り
が
考
え
て
お
か

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
今
後
、
災
害
に
備

え
、
災
害
拠
点
病
院
と
し
て
の
機
能
を
充
実

し
、
一
人
で
も
多
く
の
人
命
を
救
え
る
よ
う
、

市
民
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
な
っ
て
取
り
組
ん

で
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
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出水市人事行政の運営等の状況について
　本市の人事行政について、その公平性・透明性を高め、市民の皆さんのご理解をいただくために、「出水
市人事行政の運営等の状況の公表に関する条例」の規定に基づき、公表します。
　なお、国または類似団体との比較のほか、最新の状況は、本年度末までに本市のホームページ上に掲載す
る予定ですので、ご了承ください。

２　職員の給与等の状況

１人当たり
給　与　費
（Ｂ／Ａ）

給　　　　　与　　　　　費
職員数（Ａ） 計（Ｂ）職 員 手 当 等給　　料 期末・勤勉手当を除く期末・勤勉手当

千円千円千円千円千円人
６，３１４３，７００，２６４３６３，３４８９９３，４４５２，３４３，４７１５８６　

（備考）　１　給与費は、当初予算に計上された額です。
　　　　２　職員手当等には、通勤手当、扶養手当、時間外手当、児童手当等を含み、退職手当は含みません。
　　　　３　市三役および出水商業高等学校教員分は含みません。

�　行政職給料表適用者の級別職員数の状況（一般行政職）（平成19年４月１日現在）

�　職員の平均年齢及び平均給料月額等の状況
（平成19年４月１日現在）

１　職員の任免及び職員数に関する状況

人数（人）部　　　門人数（人）部　　　門
１３８教 育

特別行政部門

６議 会

一般行政部門

　－警 察１１１総務・企画
７３消 防３７税 務
２１１小 計１０７民 生
３４７病 院 事 業

公営企業等
会 計 部 門

２７衛 生
２５水 道 事 業１労 働
１８下 水 道４８農 林 水 産
５３国保・介護１０商 工
４４３小 計４９土木・建設
１，０５０合　　計３９６小 計

（備考）
職員数は特別職を除いた職員数（教育長を
含む）であり、地方公務員の身分を保有す
る休職者などを含み、臨時または非常勤の
職員を除いています。

平均給与月額平均給料月額平均年齢区　分
３９１，７７８円３４２，５９４円４２歳１０月一 般 行 政 職

３０４，４４２円２８４，７２０円４１歳３月技 能 労 務 職
（備考）「平均給料月額」とは、基本給の平均額です。

「平均給与月額」とは、基本給のほか、各種手当を含めた
平均額です。

�　初任給の状況（平成19年４月１日現在）
初任給区　　　　分
１７０，２００円大学卒（上級）

一般行政職
１３８，４００円高校卒（初級）

１３５，６００円高　校　卒技能労務職

�　職員数の状況（平成19年４月１日現在）

�　平成18年度採用・退職の状況
退　　職　　者　　数　（人）採用者数

（人）職　　種 計死亡自己都合勧奨定年
２４２３１３６３一般行政職
１５０１５００１３医療職（医師）
９０３６０１０医療職（看護師）
１０１００２医療職（医療技術者）
３００３００消防職
１００１００幼稚園教諭
７０２４１０保育士
２００２０２技能労務職
６２２２４２９７３０合計

�　職員給与費予算の状況（平成19年度一般会計予算）

計１級２級３級４級５級６級７級区　　分
主事・技師
主事補・技師補

主事
技師

主査・技術主査
主事・技師

主査
技術主査

係長・主査
技術主査課長部長標 準 的 な

職 務 内 容
４１１人３６人４０人５１人７０人１５２人４９人１３人職 員 数
１００．０％８．８％９．７％１２．４％１７．０％３７．０％１１．９％３．２％構 成 比

（備考）　１　出水市職員の給与に関する条例に基づく給料表の級区分による職員数です。
　　　　２　一般行政職とは、医師、看護師、教員、調理員、保育士、学校主事等を除いた一般職の職員です。

【職員の給料カットについて】
一般職員の給料は、諸般の事情を考慮し、平成１８年８月分
から１％から最大８％カットして支給されています（平成
２０年３月分までの予定）。

（参考）
平成１８年４月１日現在　職員数１,０９３人
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�　一般行政職の経験年数別、学歴別平均給料月額の状況
備　　考経験年数２０年経験年数１５年経験年数１０年区　分

※　一般行政職以外は、
経験１０年、１５年、２０年に
該当する職員数が少ない
ため、それぞれ概ね該当
する範囲の経験年数での
平均を記載してあります。

３６７，６７８円３２１，２７１円２５７，３１９円大　学　卒
一 般 行 政 職
（初　　　級）

３３５，７８６円２８８，９２３円２３８，８２１円高　校　卒

２９３，６８２円
※１９～２１年平均

２６１，４３６円
※１４～１５年平均

２０４，０８０円
※９～１１年平均高　校　卒技 能 労 務 職

�　ラスパイレス指数の状況（平成18年４月１日現在）

�　特殊勤務手当の状況
左記職員に対する支給単価主な支給対象業務主な支給対象職員手当の名称

日額２９０円
感染症の患者等の救護作業又
は感染症の病原体の附着した
物件等の処理業務

防疫作業に従事した職員防 疫 手 当

日額２００円生活保護法に基づく指導業務生活保護の指導業務に従事した職員福 祉 手 当

１体２，０００円行路死亡人の収容業務行路死亡人の収容業務に従事した職員行路死亡人取扱手当

給料月額に５／１００を乗じて得
た額に月額２０万円以内の額を
加算した額

医療又は医療に関する研究医療又は医療に関する研究に従事する医師医 師 手 当

給料月額の１０／１００病院及び診療所の業務病院及び診療所に勤務する医師業 務 手 当

１回５，５００円へき地の巡回診療業務へき地の巡回診療に従事した医師へ き 地 診 療 手 当

１日２０，０００円以内当直業務当直勤務に従事する医師当 直 医 手 当

診療報酬点数表による麻酔料
に２０／１００を乗じて得た額麻酔業務麻酔業務に従事した病院の麻酔科に勤務す

る医師以外の医師麻 酔 手 当

２Ｈ未満 ２，０００円
２Ｈ以上４Ｈ未満 ２，９００円
４Ｈ以上 ３，３００円

一部又は全部が深夜において
行われる看護等の業務

深夜の看護業務に従事した助産師・看護師
若しくは准看護師夜 間 看 護 手 当

医師 １回１２，０００円
その他の職員 １回 １，７５０円

業務のため待機を命ぜられ待
機をしたとき

病院の医師及び臨床検査科、臨床工学科職
員又は手術に従事した看護科職員待 機 手 当

１勤務日２００円はしご付消防ポンプ自動車の
運転及び作業

はしご付消防自動車の運転及び作業に従事
した消防職員は し ご 業 務 手 当

１回１５０円救急業務救急業務に従事した消防職員救 急 業 務 手 当

１回３００円潜水業務潜水業務に従事した消防職員潜 水 業 務 手 当

２Ｈ未満 ４１０円
２Ｈ以上 ５２０円

一部が深夜において行われる
業務

深夜の有線電気通信設備、無線通信設備の
運用又は保守業務に従事した消防職員夜間特殊業務手当

（備考）特殊勤務手当は、著しく危険、不快、不健康又は困難であるなど特殊な勤務に従事する職員に支給される手当です。

全国市平均類似団体平均出 水 市区　分
９７．４９５．３９９．３平成１８年度

（備考）　１　ラスパイレス指数とは、国家公務員の給与水準を１００とした場合の地方公務員の給与水準を示す指数です。
　　　　２　類似団体とは、人口規模、産業構造が類似している団体のラスパイレス指数を単純平均したものです。

�　扶養手当・住居手当・通勤手当等の状況（平成19年４月１日現在）
国の制度との異同内 容 及 び 支 給 単 価手　当　名

同じ

配偶者 １３，０００円
配偶者以外の扶養親族
　１人目
　　配偶者が扶養となっている場合 ６，０００円
　　配偶者が扶養となっていない場合 ６，５００円
　　配偶者がいない場合 １１，０００円
　２人目 ６，０００円
　３人目以降 ６，０００円
　特定期間（１６歳～２２歳まで）の子の加算 １人につき５，０００円

扶 養 手 当

同じ
購入等から５年以内の持家 ２，５００円
借家 最高２７，０００円
 （家賃１２，０００円以上）

住 居 手 当

同じ交通機関利用者：運賃相当（最高５５，０００円）
交通用具使用者：通勤距離に応じて２，０００円～２４，５００円通 勤 手 当

同じ２３，０００円＋距離区分による加算額単 身 赴 任 手 当

同じ一般の宿日直 ４，２００円／回
特別の宿日直（常直） ２１，０００円／月宿 日 直 手 当

同じ
祝日法による休日及び年末年始の休日において正規の勤務時間中に勤
務した全時間に対して支給
（勤務１時間当たりの給与額×１３５／１００）

休 日 勤 務 手 当

同じ
正規の勤務時間として午後１０時から翌日午前５時までの間に勤務した
全時間に対して支給
（勤務１時間当たりの給与額×２５／１００）

夜 間 勤 務 手 当

支給額が異なる管理職員（医師を含む）に対して支給（職務に応じて　２７，０００円～１３４，０００円）管 理 職 手 当

支給額が異なる管理職員が臨時又は緊急の必要により週休日等に勤務した場合に支給
（１回につき１０，０００円を超えない範囲）管理職員特別勤務手当
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３　職員の勤務時間その他の勤務条件の状況（平成19年４月１日現在）

�　期末・勤勉手当の状況
（平成19年４月１日現在）

勤勉手当期末手当
０．７２５月分１．４月分６月期
０．７２５月分１．６月分１２月期
１．４５ 月分３．０月分計

職務の級等による加算措置
有（５％～１５％）加算措置

支　　　給　　　額　　　等区　　　分
　７７７，６００円（８６４，０００円）円
　５８６，８００円（６５２，０００円）円
　５６４，３００円（６２７，０００円）円
　
（注）　市長、副市長及び教育長の給料については、平成１９年４

月分から１０％減額して支給されています。（平成２０年３月
分までの予定）

　　　（　）内の額が条例に規定されている給料額です。

市　 長
副 市 長
教 育 長
　

　
　
　

給　
　

料

　４０９，０００円
　３２６，０００円
　３０３，０００円

議　　長
副 議 長
議　　員

報
酬

（１９年度支給割合）
　３．３５月分

市　　長
副 市 長
教 育 長

期
末
手
当 （１９年度支給割合）

　３．３５月分

議　　長
副 議 長
議　　員

（算定方式）
給料月額×３５／１００×在職月数
給料月額×２５／１００×在職月数
給料月額×２５／１００×在職月数
（支給時期）
退職（任期満了を含む。）したとき

市　 長
副 市 長
教 育 長

退
職
手
当

�　勤務時間

１日の勤務時間休息時間
（※勤務時間に含まれる）休憩時間終了時刻開始時刻

８時間３０分４５分１７：１５８：３０

（備考）
職場や職種によっては、左記と
異なる場合があります。

�　休　暇　等
　①　勤務を要しない日等
　　ア　日曜日及び土曜日
　　イ　祝日法による休日
　　ウ　１２月２９日から翌年１月３日まで
　　（備考）職場や職種によっては、上記と異なる場合が

あります。

　②　年次有給休暇
　　　１年間に２０日
　　　ただし、採用初年度は、採用月により２０日未満を付与。
　　　また、２年目以降は２０日を限度として繰越。

　③　病気休暇

④　特別休暇

期　　　　間項　　　　目

必要と認められる期間骨髄移植提供のための休暇

５日の範囲内の期間ボランティア休暇

５日　　〃結婚休暇

産前８週間、産後８週間産前・産後休暇

２日の範囲内職員の妻の出産

５日　　〃子（小学校就学の始期に達するま
での子）の看護休暇

２日　　〃生理休暇
親族に応じ、１日から１０日までの
連続した日数職員の親族が死亡した場合

１日の範囲内父母の法要（父母の死亡後１５年内
に行われるものに限る）

７月から９月までの期間における
３日の範囲内夏季休暇

期　間病気の態様

その療養に必要な期間公務上の負傷又は疾病

１年を超えない範囲内で
その療養に必要な期間結核性疾患

９０日を超えない範囲内で
その療養に必要な期間前記以外の負傷・疾病

　　以上のほか、全２２種類

⑤　介護休暇　　６箇月の範囲内（無給）

⑥　育児休業　　子が３歳に達する日まで（無給）

⑦　組合休暇　　年３０日（無給）

４　職員の分限処分および懲戒処分の状況（平成18年度）

�　退職手当の状況（平成19年４月１日現在）

勧奨・定年自己都合
３２．７６　月分２３．５０　月分勤続２０年
４１．３４　月分３３．５０　月分勤続２５年
５９．２８　月分４７．５０　月分勤続３５年
５９．２８　月分５９．２８　月分最高限度額

定年前早期退職特例措置
（２％～６４％加算）その他の加算措置

無し退職時特別昇給

�　特別職等の報酬等の状況（平成19年４月１日現在）

処　分　事　由処分者数（人）処分内容
０免　　職

分
限
処
分

０降　　任
心身の故障による長期休養１０休　　職

０降　　格
０失　　職
０免　　職懲

戒
処
分
な
ど

０停　　職
０減　　給

道路交通法違反１戒　　告
０訓告など

（分限処分）　
分限処分とは、公務能率の維持のため、職員の身
分保障を前提にしつつ、職員に不利益な身分変動
をもたらす処分です。

（懲戒処分）　
懲戒処分とは、職員の義務違反に対する、道義的
責任を負わせ、制裁を行う処分です。
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�　全体の奉仕者
　　採用時、全体の奉仕者として、公共の利益のために専念する旨等を宣誓させています。

�　職務に専念する義務
　　職員は、勤務時間中においては、その注意力のすべてを職責遂行のために注ぐよう義務付けられています。
　　例外として、法令等に定めのある場合に限り、限定的にその義務を免除しています。
　　（例）　①研修（自己研修等）　②健診・人間ドック、献血等　③その他任命権者が認めるもの（消防団活動、県民体育大会等の選手・監督等）

�　信用失墜行為の禁止
　　職員がその職の信用を傷つけたり、職員全体の不名誉となる行為を行うことは厳に禁止されています。
　　なお、本市は、公務員倫理の確保に必要な事項を出水市職員倫理条例に規定するなど、信用失墜行為の防止に努めています。

�　政治的行為の制限、争議行為等の禁止
職員は、政治的中立性の確保、政治的影響からの保護の必要性から、政治的行為が制限されています。また、全体の奉仕者と
して、公共の福祉のために勤務するという地位にあることから、争議行為等が禁止されています。

�　営利企業等への従事制限
　　職員は、許可を得なければ、私企業等への従事、又は私企業の経営等を行ってはならないとされています。
　　許可する例としては、法令等に定めのある場合に限り、下記のような例が挙げられます。
　　（例）消防団従事、各種統計調査への従事等

�　その他
　　以上のほか、職員には、法令及び職務命令に従う義務、秘密を守る義務が課されています。

５　職員の服務の状況（地方公務員法に基づく職員の義務等）

�　職員研修の状況（平成１８年度実績）

受講人員研修場所等研　　修　　名
　　５人鹿児島県自治研修センター新規採用職員研修
　４５人　　　　〃階層別（初級、中級、主査、係長、課長補佐、課長）職員研修
　１６人　　　　〃職場研修実践研修等特別研修
　　１人東京都立川市自治大学校派遣研修
　　３人千葉県千葉市市町村アカデミー研修
　　１人東京都台東区社会教育主事講習
　　３人福岡県福岡市日本経営協会主催行政専門事務講座
　　２人勤務時間外に従事さつま出水青年会議所派遣研修

�　職員の勤務成績の評定の状況
　①　定期勤務評定
　　ア　評定の期間　毎年９月から翌年８月までの期間　　　　　　　　　ウ　評定結果の活用方法　昇給判定、人事異動等
　　イ　評定項目

②　その他の勤務評定
　　条件附採用期間満了時評定

６　職員の研修及び勤務成績の評定の状況

�　出水市職員互助会の主な給付金（平成18年度実績）

詳　細　項　目項　　目
－接　遇
勤勉さ、協調性、積極性、責任感勤務態度
仕事の正確さ、仕事の速さ、仕事の質仕事の成果
理解力、判断力、企画力、知識必要な能力
指導力、統率力指揮監督
活動状況ボランティア活動

�　職員健康診断事業等
　　　　　　　（平成１８年度実績）

給付人員給　付　額事　業　内　容種　　別

５９人
１４８人
２８人
２人
７人

１日ドック １０，０００円
２日ドック ２０，０００円
脳ドック １０，０００円
ＰＥＴ等の検診 ３０，０００円
配偶者ドック 　５，０００円

会員が人間ドックを利用
したとき人間ドック補助金

２５人１子につき １０，０００円会員又は会員の配偶者に
子が生まれたとき出産祝金

１人
０人
８人

会員 ５０，０００円
会員の配偶者 ３０，０００円
会員の一親等の血族 １０，０００円

会員又は会員の親族に不
幸があったとき弔慰金

４２人競技参加者１人 １，０００円市主催等事業に市役所
チームとして参加した場合スポーツ事業

申請なし構成員１人につき ５００円文化・スポーツサークル
事業の団体自主厚生事業

７　職員の福祉及び利益の保護の状況

受診者数項　　　　目

５０７人

定期健康診断（身体測定、
血液検査、心電図検査、胸
部・胃部レントゲン、大腸
がん検診等）

問い合わせ先

政策経営部　総務課　職員係
（��４０２３）
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おお らら せせ知知
　

高
齢
者
等
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

予
防
接
種
を
一
部
公
費
負
担
に
よ

り
実
施
し
ま
す
。

　

接
種
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
出

水
地
区
２
市
１
町
の
か
か
り
つ
け

の
医
療
機
関
で
接
種
を
受
け
て
く

だ
さ
い
。

対
象
者　
　

歳
以
上
の
高
齢
者　

６５

（
接
種
当
日
満　

歳
以
上
の
方
）

６５

お
よ
び　

歳
か
ら　

歳
ま
で
の

６０

６４

方
で
、
心
臓
、
腎
臓
も
し
く
は

呼
吸
器
の
機
能
に
自
己
の
身
辺

の
日
常
生
活
が
極
度
に
制
限
さ

れ
る
程
度
の
障
害
を
有
す
る
人

お
よ
び
ヒ
ト
免
疫
不
全
ウ
イ
ル

ス
に
よ
り
免
疫
の
機
能
に
日
常

生
活
が
ほ
と
ん
ど
不
可
能
な
程

度
の
障
害
を
有
す
る
人
と
し
て

厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
方

（
身
体
障
害
者
手
帳
１
級
程
度

で
身
体
障
害
者
手
帳
の
コ
ピ
ー

が
必
要
で
す
。）

期　

間　
　

月　

日（
月
）か
ら　

１０

１５

１２

　

月　

日（
月
）ま
で

３１

接
種
料

　

自
己
負
担
１
千
円
を
医
療
機
関

へ
お
支
払
い
く
だ
さ
い（
生
活

保
護
受
給
者
は
、
市
が
発
行
す

る
生
活
保
護
法
に
よ
る
扶
助
を

受
け
て
い
る
証
明
書
を
医
療
機

関
に
提
出
さ
れ
た
場
合
に
限
り

無
料
で
す
）。

※
広
報
い
ず
み
４
月　

日
号
で
お

１５

知
ら
せ
し
ま
し
た
任
意
接
種
の

方
の
接
種
料
が
１
千
円
と
な
っ

て
い
ま
し
た
が
、　

歳
以
上
の

６５

高
齢
者
の
定
期
予
防
接
種
の
間

違
い
で
し
た
。
任
意
接
種
の
方

は
、
全
額
自
己
負
担
と
な
り
ま

す
。
お
わ
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

　

本
庁
い
き
い
き
長
寿
課
保
健
予

防
係　
（
�
�
４
０
４
３
）

　

労
働
保
険（
雇
用
保
険
・
労
災

保
険
）は
、
政
府
管
掌
の
保
険
で
、

原
則
と
し
て
労
働
者
を
１
人
で
も

雇
用
し
て
い
る
事
業
主
は
、
法

人
・
個
人
に
か
か
わ
ら
ず
加
入
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

国
・
労
働
局
・
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

で
は
、
毎
年　

月
を「
労
働
保
険

１０

適
用
推
進
月
間
」と
定
め
、
未
手

続
事
業
所
に
対
す
る
加
入
促
進
を

展
開
し
て
い
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
出
水

　
（
�
�
０
６
８
５
）

　

川
内
労
働
基
準
監
督
署

　
（
�
０
９
９
６
―
２
２
―
３
２

　

２
５
）

高
齢
者
等
の

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種

お
知
ら
せ

労
働
保
険
適
用
促
進
月
間

で
す

　

鹿
児
島
労
働
局
で
は
、
解
雇
・

雇
い
止
め
・
配
置
転
換
・
賃
下

げ
・
い
じ
め
等
に
つ
い
て
の
相
談

コ
ー
ナ
ー
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◆
総
合
労
働
相
談

　

法
令
や
判
例
な
ど
の
情
報
提
供
、

解
決
方
法
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
い

た
し
ま
す
。

◆
労
働
局
長
に
よ
る
助
言
・
指
導

ト
ラ
ブ
ル
の
相
手
方
に
対
し
て

解
決
を
促
し
ま
す
。

◆
あ
っ
せ
ん

　

専
門
の
委
員（
弁
護
士
等
）が
双

方
の
主
張
を
調
整
し
、
解
決
を

図
り
ま
す
。

相
談
時
間

　

午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時
ま
で

※
女
性
の
相
談
員
も
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

▽
鹿
児
島
市
山
下
町　

―　
１３

２１

　

鹿
児
島
労
働
局
企
画
室
内

　
（
�
０
９
９
―
２
２
３
―
８
２

３
９
）

▽
鹿
児
島
市
薬
師
１
―
６
―
３

　

鹿
児
島
労
働
基
準
監
督
署
内

　
（
�
０
９
９
―
２
１
４
―
９
１

７
５
）

鹿
児
島
労
働
局
総
合
労
働

相
談
コ
ー
ナ
ー
を
設
置

　

労
働
力
調
査
は
、
我
が
国
の
失

業
率
や
雇
用
の
実
態
を
明
ら
か
に

す
る
重
要
な
統
計
調
査
で
、
総
務

省
統
計
局
が
都
道
府
県
を
通
じ
て

毎
月
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

対
象
は
、
統
計
理
論
に
従
っ
て

無
作
為
に
選
ば
れ
た
世
帯
の　

歳
１５

以
上
の
方
で
す
。
調
査
対
象
に
選

定
さ
れ
た
皆
様
の
お
宅
に
統
計
調

査
員
が
伺
っ
た
際
に
は
、
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

　

県
庁
企
画
部
統
計
課

　
（
�
０
９
９
―
２
８
６
―
２
４

８
２
）

　

行
政
書
士
法
は
、
行
政
書
士
の

制
度
を
定
め
、
そ
の
業
務
の
適
正

を
図
る
こ
と
に
よ
り
、
行
政
に
関

す
る
手
続
き
の
円
滑
な
実
施
に
寄

与
し
、
併
せ
て
国
民
の
利
便
に
資

す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
定
め
ら

れ
た
法
律
で
す
。

　

日
本
行
政
書
士
会
連
合
会
で
は
、

　

月
１
日
か
ら
同　

日
ま
で
を

１０

３１

「
行
政
書
士
制
度
広
報
月
間
」と
定

め
、
同
法
が
適
正
に
運
用
さ
れ
る

よ
う
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
「
法
の
日
」と
は
、
法
を
尊
重
し
、

法
に
よ
っ
て
基
本
的
権
利
を
擁
護

し
、
社
会
秩
序
を
確
立
す
る
精
神

を
高
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
定

め
ら
れ
た
日
で
す
。

　

法
に
は
、
国
の
権
限
行
使
が
適

正
な
内
容
と
手
続
き
で
行
わ
れ
る

よ
う
に
す
る
こ
と
で
国
民
の
権
利

を
守
る
こ
と
、
個
人
と
個
人
と
の

自
由
の
調
和
を
図
る
こ
と
な
ど
の

役
割
が
あ
り
ま
す
。

　
「
法
の
日
」を
機
会
に
、
法
の
役

割
や
そ
の
重
要
性
に
つ
い
て
考
え

て
み
ま
し
ょ
う
。

労
働
力
調
査
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

行
政
書
士
制
度
広
報
月
間

　

月
１
日
は「
法
の
日
」で
す

１０オータムジャンボ宝くじ
～街づくりなどに役立っています～

　今年も｢オータムジャンボ宝くじ｣が、全国の宝くじ売場で発
売されます（１枚３００円）。
　この宝くじの収益金は、市町村の明るい街づくりや環境対策、
高齢化対策など地域住民の福祉向上のために使われます。
発売期間　１０月１日（月）～同１９日（金）
抽せん日　１０月２４日（水）
当せん金　１等　１億５，０００万円×２６本
　　　　　１等前後賞　２，５００万円×５２本
　　　　　２等　１，０００万円×２６本
　　　　　３等　１００万円×２６０本
　　　　　４等　５万円×３９，０００本
　　　　　５等　１万円×２６０，０００本など
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おお らら せせ知知
　
　

月　

日
か
ら
同
月　

日
ま
で

１０

１５

２１

の
１
週
間
は「
秋
季
行
政
相
談
週

間
」で
す
。

　

こ
の
期
間
中
は
、
全
国
で
行
政

相
談
な
ど
の
行
事
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

　

行
政
相
談
は
、
総
務
省
の
行
政

相
談
委
員
が
、
住
民
の
苦
情
や
意

見
を
聞
き
、
行
政
と
の
間
に
立
っ

て
公
正
・
中
立
の
立
場
か
ら
解
決

を
図
る
と
い
う
も
の
で
、
皆
さ
ん

の
声
を
行
政
運
営
の
改
善
に
つ
な

げ
る
手
助
け
を
し
て
い
ま
す
。　

　

本
市
で
も
、
こ
の
週
間
に
伴
う

「
巡
回
行
政
相
談
所
」が
次
の
日
程

で
開
設
さ
れ
ま
す
。
行
政
に
対
す

る
苦
情
や
意
見
、
相
談
等
が
あ
り

ま
し
た
ら
、
こ
の
機
会
を
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

※
秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
の
で
、

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

期
日　
　

月　

日（
水
）　

１０

１７

場
所　

出
水
市
中
央
公
民
館

時
間　

午
前　

時
か
ら
午
後
３
時

１０

　

ま
で

行
政
相
談
委
員

滝
本
俊
治
さ
ん

（
茶
円
堀
）

（
�
�
０
０
８
０
）

�
島
洋
子
さ
ん

（
名
古
中
）

（
�
�
３
８
２
２
）

期
日　
　

月　

日（
水
）

１０

１７

場
所　

高
尾
野
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

時
間　

午
前　

時
か
ら
午
後
３
時
ま
で

１０

行
政
相
談
委
員

鬼
塚
裕
幸
さ
ん

（
柴
引
）

（
�
０
５
０
―
３
４

５
４
―
０
２
９
６
）

期
日　
　

月　

日（
火
）

１０

16

場
所　

野
田
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

時
間　

午
前
９
時
か
ら
正
午
ま
で

行
政
相
談
委
員

山
上
康
�
さ
ん

（
上
餅
井
）

（
�
�
３
８
４
７
）

　

移
動
献
血
車
に
よ
る
献
血
を
実

施
し
ま
す
。

　

献
血
受
付
時
に
本
人
確
認
を
し

ま
す
の
で
、
運
転
免
許
証
等
の
身

分
証
明
書
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
献
血
手
帳
を
お
持
ち
の
方

は
必
ず
ご
持
参
く
だ
さ
い
。　

多

く
の
方
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

日　

時　
　

月　

日（
土
）

１０

１３

　

午
前　

時
か
ら
同　

時　

分
ま
で

１０

１１

３０

　

午
後
０
時　

分
か
ら
同
４
時　

分
ま
で

３０

３０

場　

所　

プ
ラ
ッ
セ
だ
い
わ
出
水
店

種　

類　
　

・　

ミ
リ
リ
ッ
ト
ル

２００

４００

問
い
合
わ
せ
先

　

本
庁
い
き
い
き
長
寿
課

　

保
健
予
防
係（
�
�
４
０
４
３
）

　
　

月
１
日
か
ら
同　

日
ま
で
の

１０

３１

１
カ
月
間
、
鹿
児
島
県
、
鹿
児
島

県
ご
み
減
量
化
・
リ
サ
イ
ク
ル
推

進
協
議
会
、
地
球
環
境
を
守
る
か

ご
し
ま
県
民
運
動
推
進
会
議
が
主

体
と
な
っ
て
マ
イ
バ
ッ
ク
・
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
を
実
施
し
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
ご
み
の
排
出
抑
制
・

減
量
化
・
リ
サ
イ
ク
ル
を
推
進
す

る
た
め
の
具
体
的
な
行
動
の
一
つ

と
し
て
、
買
い
物
袋
に
着
目
し
、

買
い
物
の
際
に
レ
ジ
袋
を
も
ら
わ

ず
自
ら
買
い
物
袋
を
持
参
す
る
運

動
を
広
げ
る
こ
と
で
、
ご
み
の
減

量
化
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
県

民
一
人
ひ
と
り
の
意
識
を
高
揚
さ

せ
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

買
い
物
の
際
は
、
次
の
こ
と
を
心

が
け
ま
し
ょ
う
。

◎
買
物
袋
な
ど
を
持
参
し
、
レ
ジ

袋
を
使
わ
な
い
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。

◎
も
し
レ
ジ
袋
を
も
ら
っ
た
ら
、

繰
り
返
し
使
い
ま
し
ょ
う
。

◎
リ
サ
イ
ク
ル
商
品
や
簡
易
包
装

の
商
品
を
買
う
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。

◎
不
要
な
包
装
や
過
剰
包
装
は
断

る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
先

　

本
庁
市
民
生
活
課
生
活
環
境
係

　
（
�
�
４
０
４
２
）

巡
回
行
政
相
談
所
を
開
設

集
団
献
血
を
実
施

　

月
は
マ
イ
バ
ッ
ク
・
キ
ャ

１０ン
ペ
ー
ン
実
施
期
間
で
す

｢とび出せ広がれ笑顔塾｣の仲間を募集します｢とび出せ広がれ笑顔塾｣の仲間を募集します
　市地域包括支援センターでは、｢その人の生活・人生
を尊重し、できる限り自立した生活を送れるように支
援する｣ための介護予防と地域のネットワークづくりを
目指して｢とび出せ広がれ笑顔塾｣を開講します。
　受講後は地域へ介護予防を広げていくための地域サ
ポーターとして活動していただく予定です。

対　象　者　６５歳以上の方で、受講後は自分の健康づく
りとともに地域サポーターとして地域の介
護予防を理解し、協力していただける方

定　　員　出水地域２０人
　　　　　高尾野・野田地域２０人
日　　程　１１月から２月まで、計６回
内　　容　筋力向上と脳活性化のために、１回に２時

間程度楽しく学びます。
講　　師　運動指導士、保健師、看護師等
申込期限　１０月１２日（金）
申込・問い合わせ先
　　　　　いきいき長寿課高齢者支援係
　　　　　地域包括支援センター（��４０５３）

 上場高原行き 　　　　　　　　　　

ココココココココココココココココココココススススススススススススススススススススモモモモモモモモモモモモモモモモモモモモススススススススススススススススススススシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシャャャャャャャャャャャャャャャャャャャャトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルババババババババババババババババババババススススススススススススススススススススをををををををををををををををををををを運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行コスモスシャトルバスを運行
　今年もコスモスシャトルバス(出水ふれあい
バス大川内便の臨時便)を運行します。ぜひ、
ご利用ください。

運行日　１０月６日（土）・７日（日）
　　　　８日（祝）・１３日（土）・１４日（日）の
　　　　５日間
運　賃　２００円（片道）
　　　　バスセンター（出水駅）発
　　　　午前１０時、午後１時３０分（２便）
　　　　上場小学校前発
　　　　午後０時３０分、午後３時３０分（２便）
問い合わせ先　
　　　　本庁企画政策課地域振興係（内線２１７）
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おお らら せせ知知
　
「
国
税
電
子
申
告
・
納
税
シ
ス

テ
ム（
ｅ－
Ｔ
ａ
ｘ
）」を
利
用
す

る
こ
と
に
よ
り
、
各
種
手
続
き
が

自
宅
や
事
務
所
に
い
な
が
ら
に
し

て
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等
で
行
う
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　

利
用
で
き
る
手
続
き
は
、
所
得

税
、
法
人
税
お
よ
び
消
費
税
の
申

告
、
全
税
目
の
納
税
、
申
請
・
届

け
出
等
で
す
。

　

電
子
申
告
に
よ
り
所
得
税
の
確

定
申
告
書
を
提
出
す
る
際
、
本
人

の
電
子
署
名
お
よ
び
電
子
証
明
書

を
併
せ
て
送
信
し
た
場
合
は
、
５

千
円
の
税
額
控
除
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
ま
す（
平
成　

年
度
、
同

１９

　

年
度
の
申
告
で
、
１
回
の
み
対

２０象
）。

　

ｅ－

T
a
x
に
関
す
る
詳
細

に
つ
い
て
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

○
ｅ－

T
a
x
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

http://w
w
w
.e-tax.ntg.go.jp

問
い
合
わ
せ
先

　

出
水
税
務
署
総
務
課

　
（
�
�
０
２
０
０
）

※
ｅ－

T
a
x
申
請
に
は
事
前

手
続
き
と
し
て
住
基
カ
ー
ド
等

の
電
子
証
明
書
が
必
要
に
な
り

ま
す
。
住
基
カ
ー
ド
の
交
付
に

つ
い
て
は
、
広
報
い
ず
み
９
月

号
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

「
国
税
電
子
申
告
・
納
税

シ
ス
テ
ム（
ｅ－

Ｔ
ａ

ｘ
）」を
ご
利
用
く
だ
さ
い

　

平
成　

年
度
後
期
技
能
検
定
が

１９

次
の
と
お
り
実
施
さ
れ
ま
す
。

実
施
職
種

　

機
械
検
査
、
配
管
、
機
械
保
全
、

コ
ン
ク
リ
ー
ト
圧
送
施
行
な
ど

　

職
種

４０
実
施
募
集
等
級

　

特
級
、
１
級
、
２
級
、
３
級
、

単
一
等
級

受
験
申
請
書
受
付
期
間

　
　

月　

日（
金
）ま
で（
土
・
日

１０

１２

曜
日
、
祝
日
を
除
き
ま
す
。）

試
験
実
施
日（
実
技
お
よ
び
学
科
）

　
　

月
３
日（
月
）か
ら
平
成　

年

１２

２０

２
月　

日（
日
）ま
で
の
期
間
で

２４

職
種
ご
と
に
定
め
る
日

合
格
発
表
日

　

平
成　

年
３
月　

日（
火
）

２０

１８

問
い
合
わ
せ
先

　

県
職
業
能
力
開
発
協
会

　
（
�
０
９
９
―
２
２
６
―
３
２

４
０
）

　

県
庁
商
工
労
働
部
雇
用
労
政
課

（
�
０
９
９
―
２
８
６
―
３
０

１
９
）

後
期
技
能
検
定
を
実
施

�

�

�

�

��������������������������������������������

��������������������������������������������

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

平成19年度　ポリオ予防接種（秋期）の日程のお知らせ
対象者　◎平成１８年９月１日から平成１９年２月２８日までの出生児
　　　　◎平成１２年６月１日から平成１８年８月３１日までの出生児で今までにポリオ予防接種を受けて
　　　　　いない人、または１回しか受けていない人（ポリオ予防接種は、春と秋に２回接種します）
　　　　※対象者には別途通知してあります。

日程および実施会場

※予防接種後は、接種間隔を守りましょう。前回の予防接種から定められた間隔があいているか必ず確
認をしてください。また、ポリオ予防接種をされた際は、４週間は他の予防接種が受けられませんの
で注意してください。
※ポリオ予防接種予診票と母子健康手帳を必ずご持参ください。母子健康手帳を忘れた場合には接種を
受けることはできませんのでご了承ください。

問い合わせ先
　　いきいき長寿課保健予防係（��４０４３）
　　高尾野支所市民福祉課健康福祉グループ（��５４２２）
　　野田支所市民福祉課市民生活グループ（��４８１３）

受付時間日　　程実施会場

午後１時３０分～同１時５０分
（対象者には接種日を指定して通
知してありますが、体調不良や
仕事の都合で接種が出来ない場
合は、他の会場でも接種を受け
られます。）

１０月１８日（木）・１９日（金）・
２５日（木）・２６日（金）・
３０日（火）・３１日（水）・
１１月１日（木）・２日（金）

出水保健センター

１１月６日（火）・１４日（水）高尾野農業者健康管理センター

１０月２４日（水）野田保健センター
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開催時間開講回数内　　　　容講　座　名

午前１０時～同１１時３０分
毎週火曜日
全１５回

健康増進やストレス解消のためのヨガを学ぶ講座です。
初心者のための
ヨ ガ 講 座

午後７時～同９時
毎週水曜日
全１５回

パソコン表計算検定合格を目指し、その知識や技術を
習得する講座です。
（初級講座終了程度の人を対象とします）

パソコン表計算
検 定 合 格 講 座

午後１時３０分～同３時３０分
隔週木曜日
全６回

季節の花木の植え付けや管理の仕方等の基礎を学びな
がら、玄関や庭先で楽しめる寄せ植えを作る講座です。

寄 せ 植 え 講 座

午前１０時～午後１時
金曜日
全１０回

テーブルロールパンが家庭でも手づくりできるよう、
パン生地のこね方から焼き方までの基礎を学ぶ講座で
す。

テーブルロール
パ ン 講 座

平成平成1919年度 働く婦人の家後期定期講座のご案内年度　働く婦人の家後期定期講座のご案内

　　１０月は土地月間です
｢土地活用　みんなで創る美しいまち｣

一定面積以上の大規模な土地取引には
国土利用計画法に基づく届け出が必要です

◇届け出の必要な土地取引
　次の条件を満たす土地取引に当たっては
届け出が必要です。

 取引の形態 
　●売買
　●交換
　●営業譲渡
　●譲渡担保
　●代物弁済
　●共有持分の譲渡
　●地上権・賃借権の設定・譲渡
　●予約完結権・買戻権等の譲渡
　※これらの取引の予約である場合も含み
ます。

 取引の規模（本市の面積要件）
　◎都市計画区域　　　　　　５，０００�以上
　◎都市計画区域以外の区域　１０，０００�以上

　※一団の土地取引：個々の面積は小さく
ても、権利取得者（売買の場合であれば
買主）が権利を取得する土地の合計が上
記の面積以上となる場合には届け出が
必要です。

◇事後届出制の手続きの流れ
　土地取引に係る契約（予約を含む。）をしたときは、
権利取得者（売買の場合であれば買主）は、契約者名、
契約日、土地の面積、利用目的等を記した土地売買
等届出書に必要な書類を添付して、契約を結んだ日
から２週間以内に本庁企画政策課に届け出てくださ
い。
　市を通じて届け出を受けた県では、利用目的につ
いて審査を行い、利用目的が公表された土地利用に
関する計画に適合しない場合、３週間以内に利用目
的の変更を勧告し、その是正を求めることがありま
す（審査期間に延長通知があった場合には、６週間
以内に延長された期間）。また、土地の利用目的に
ついて、適正かつ合理的な土地利用を図るために、
必要な助言をすることがあります。
　なお、届け出用紙は本庁企画政策課で受領するか、
鹿児島県のホームぺージ（トップページ→許認可届
出（様式提供）→土地・建設業・建築→土地売買等届
出書）からダウンロードすることもできます。
※鹿児島県のホームページアドレス
　http://www.pref.kagoshima.jp/

問い合わせ先　
　本庁企画政策課
　企画政策・男女共同参画係（��４０３３）

　応募資格　市内居住もしくは市内勤務の女性
　各講座定員　２０人（申し込みが定員を超えた場合は抽選になります。）
　費　　用　教材費
　開催場所　市働く婦人の家（パソコン講座のみ市中央公民館）
　開催期間　１１月～平成２０年２月（寄せ植え講座は平成２０年１月まで）
　申込期限　１０月２２日（月）
　申込・問い合わせ先　
　　市働く婦人の家（��２１８５）、　本庁商工観光課商工労政係（��４０５９）
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　１０月１日に阿久根デジタル中継局（紫尾山）が開局し、次
の地域において視聴可能となりました。

　出水市、薩摩川内市、阿久根市、大口市、南さつま市、
伊佐郡菱刈町、いちき串木野市、薩摩郡さつま町の各一
部
※受信できるエリアでも、地形やビル陰などにより電波
が遮られるところでは、視聴できないことがあります。

　地上デジタル放送は、地上デジタル放送対応テレビか現
在のアナログテレビに地上デジタル放送用チューナーを接
続すれば視聴できます。また、ＵＨＦのアンテナを中継局
に向け、チャンネル設定（初期スキャン）を行ってください。
（ご不明の場合はテレビ等ご購入の電器店等へお尋ねくだ
さい。）
　集合住宅等の共同受信は、設備の改修が必要な場合があ
りますので、詳しくはその設備の管理会社等へお問い合わ
せください。
2011年７月24日までにアナログテレビ放送は終了します。

地上デジタルテレビ放送に関係した悪徳商法や詐欺にご
注意くだい。

問い合わせ先　九州総合通信局放送課（０９６－３２６－７８８２）

地地地地地地地地地地上上上上上上上上上上デデデデデデデデデデジジジジジジジジジジタタタタタタタタタタルルルルルルルルルル放放放放放放放放放放送送送送送送送送送送のののののののののの開開開開開開開開開開始始始始始始始始始始ののののののののののおおおおおおおおおお知知知知知知知知知知ららららららららららせせせせせせせせせせ地上デジタル放送の開始のお知らせ病院群輪番制って何？
　出水地区２市１町では、地区住民の夜間の救急外来に対応
するため、出水郡医師会が実施する「病院群輪番制」に補助し
ています。
　「病院群輪番制」とは、夜間の救急外来の患者さんが搬送さ
れてきた場合に診断・治療を地区の医療機関が当番制により
実施する事業をいいます。

どんな人が受けられるの？
　病院群輪番制は、救急外来の患者さんが対象です

� � � � � � � � � � � � � �

。昼間に
仕事や用事があって夜に治療に来られると、急を要する患者
さんへの対応が遅れたり、最悪の事態を招くことになりかね
ません。
　通常の医療行為であれば、昼間の開院時間帯に診療しても
らいましょう。
　子どもさんの急な発熱等の場合は、かかりつけのお医者さ
んに、まず、相談してみましょう。適切なアドバイスが受け
られます。
　また、県では、８月２０日から「小児救急電話相談」がスター
トしました。夜間におけるお子さまの急な病気への対処や応
急処置などを相談できる窓口です。
　◎県内統一番号＃８０００（又は０９９－２５４－１１８６）
　◎相談時間：毎日・夜間午後７時～午後１１時
　◎相談員：看護師

出水地区の病院群輪番制の現状は？
　一部の患者さんに、マナーを守っていただけない方々がい
らっしゃるために、本来の救急外来の患者さんに迷惑がか
かっています。
　地方では「医師不足」が深刻な問題となっており、当番の先生
方も昼夜を問わない診療に疲れきっておられるのが現状です。
　現在の夜間受診の統計によりますと、阿久根市民病院では
約７０％、出水総合医療センターでは約４０％の患者さんが急を
要さない軽症の患者さんとなっています。
　「病院群輪番制」は、単に夜間も診療してくれるサービスだ

� � � � � � � � � � � � � � � � �

と勘違いされている
� � � � � � � � �

方々は、これを機会に認識を新たにしま
しょう。

テーマ
　「～地域医療は今、
　　　　　なぜ変わらなければならないのか、
　　　　　　　　　　　　　　どう変わるのか～」

日　時　１０月１４日（日）　午後６時３０分～同８時３０分
　　　　　　　　　　　（午後６時受付）
場　所　市音楽ホール
参加料　無料
シンポジウム内容
　◎開会のあいさつ
　◎基調講演
　　九州大学大学院　医学研究院　医療システム学教授
　　信友　浩一氏
　◎パネルディスカッション
　　　コーディネーター　信友　浩一氏
　　　パネリスト
　　　○中村徹氏（出水郡医師会長）
　　　○田辺元氏（阿久根市民病院長）
　　　○瀬戸弘氏（出水総合医療センター院長）
　　　○坂本不出夫氏（水俣市立総合医療センター院長）
　　　○桐野和子氏（元出水市病院事業在り方検討委員会）
　　　○岩松洋一氏（出水保健所長）
　◎総合討論
　◎閉会のあいさつ
主　催　出水市
後　援　鹿児島県、阿久根市、水俣市、長島町、出水郡医

師会
問い合わせ先
　出水市総合医療センター（��１６１１）

市民公開シンポジウム市民公開シンポジウム
「出水地域のこれからの医療を考える」「出水地域のこれからの医療を考える」

文化会館自主文化事業

ぬぬぬぬぬぬぬぬぬぬいいいいいいいいいいぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐるるるるるるるるるるみみみみみみみみみみ人人人人人人人人人人形形形形形形形形形形ミミミミミミミミミミュュュュュュュュュューーーーーーーーーージジジジジジジジジジカカカカカカカカカカルルルルルルルルルルぬいぐるみ人形ミュージカル

日　時　１１月１５日（木）
　　　　午前１０時、午後１時開演
　　　　（１日２回公演）
場　所　市文化会館
入場料　３歳以上　１，０００円（税込み）
　　　　（当日券は２００円増し）
　　　　３歳未満児は無料
前売り券発売所
市中央公民館、本庁市民相談室、市中央図書館、クレ
インパークいずみ、市高尾野公民館、市高尾野温泉
センターもみじ、市野田農村環境改善センター、亜
土利絵、エンゼル、諏訪書店、金海堂出水店
主　催　出水市、出水市教育委員会
問い合わせ先　市中央公民館内生涯学習課（��２１０６）

ＫＹＴＫＫＢＫＴＳＭＢＣＮＨＫ
教育

ＮＨＫ
総合放送局名

４５８１２３リモコン番号

１９１４２１２５１３１５チャンネル
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メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム

と
は
、
内
臓
に
蓄
積
し
た
脂
肪
に

よ
り
さ
ま
ざ
ま
な
病
気
が
引
き
起

こ
さ
れ
た
状
態
の
こ
と
で
、
特
に

症
状
も
な
く
進
行
し
、
あ
る
日
突

然
大
き
な
病
気
を
引
き
起
こ
す
原

因
と
な
る
も
の
で
す
。

　

ウ
エ
ス
ト
径
が
、
男
性　

セ
ン

８５

チ
、
女
性　

セ
ン
チ
以
上
あ
る
と
、

９０

内
臓
脂
肪
の
面
積
が　

平
方
�
�

１００

以
上
に
な
る
と
言
わ
れ
て
お
り
、

内
臓
脂
肪
の
面
積
が
、　

平
方
�

１００

�
以
上
に
な
る
と
脂
肪
に
よ
る
弊

害
が
起
き
や
す
く
な
る
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。

　

体
重
が
変
わ
ら
な
い
の
に
、
お

へ
そ
周
り
は
大
き
く
な
っ
て
き
た

と
い
う
人
は
、
要
注
意
と
も
い
え

ま
す
。
ち
な
み
に
、
ベ
ル
ト
の
穴

が
一
つ
ず
れ
る
と
体
脂
肪
１
�
が

増
え
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ

こ
で
注
意
を
し
な
く
て
は
な
ら
な

い
の
は
、
ウ
エ
ス
ト
径
と
は
、
腰

の
一
番
細
い
と
こ
ろ
で
は
な
く
へ

そ
周
り
を
測
っ
た
サ
イ
ズ
だ
と
い

う
こ
と
で
す
。

　

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム

と
は
、
ウ
エ
ス
ト
径
が
基
準
値
を

超
え
た
状
態
で

�
高
ト
リ
グ
リ
セ
ラ
イ
ド
血
症　

（
中
性
脂
肪
値
が　

�
／
�
以

１５０

上
）ま
た
は
低
コ
レ
ス
テ
ロ
ー

ル
血
症（
Ｈ
Ｄ
Ｌ
コ
レ
ス
テ

ロ
ー
ル
値
が　

�
／
�
以
下
）

４０

�
最
大
血
圧　

以
上
ま
た
は
最
低

１３０

血
圧　

以
上

８５

�
高
血
糖（
血
糖
値　

�
／
�
以

１１０

上
）

の
３
つ
の
う
ち
２
つ
以
上
該
当
す

る
人
の
こ
と
を
言
い
ま
す
。

　

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム

は
、
特
に
動
脈
硬
化
に
よ
る
循
環

器
疾
患
（
脳
血
管
疾
患
、
心
筋
梗

塞
、
狭
心
症
な
ど
）
を
引
き
起
こ

し
て
し
ま
い
ま
す
。
危
険
因
子
が

重
な
る
と
、
動
脈
硬
化
（
心
臓

病
）
の
リ
ス
ク
が
、
危
険
因
子
２

つ
で　

倍
、
３
つ
で　

倍
に
な
る

１０

３１

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
は
、
命
に
か
か
わ
る
重

大
な
病
気
で
あ
り
、
後
遺
症
も
深

刻
で
す
。
こ
の
よ
う
な
病
気
に
な

ら
な
い
た
め
に
も
、
メ
タ
ボ
リ
ッ

ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
の
段
階
で
予
防

す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
と
は

飲酒運転の罰則が強化されました！ 飲酒運転の罰則が強化されました！ 
　昨年８月２５日、福岡市内で、飲酒運転の乗用車が、幼児3人を死亡させるという痛ましい事故の
発生以後、全国的に飲酒運転根絶の気運が高まり、本市も含め各地で飲酒運転根絶の運動が展開さ
れています。  
　しかしながら、飲酒運転が原因の交通死亡事故が本市でも発生しており、いまだ飲酒運転はなく
ならない状況です。  
　悲劇を繰り返さないためにも、皆さん一人ひとりが「主役」になり、飲酒運転を根絶しましょう。 

これまでの飲酒運転の罰則等強化（刑法・道交法改正） 
更なる罰則強化等  
（道交法改正） 危険運転致死傷罪 

の新設 
呼気検査拒否の 
罰則強化 

飲酒運転者の罰則強化 

Ｈ16．11 Ｈ19．９.19施行 Ｈ13．12 Ｈ14．６ 

○飲酒運転の罰則強化  
○政令数値の引き上げ  
（0.25→0.15)

1

飲酒検知拒否罪の罰則強化 2

下命・容認の罰則強化 3

飲酒運転者以外の者の罰則新設 ４ 

酒酔い運転  
３年以下の懲役又は50万円以下の罰金 ５年以下の懲役又は100万円以下の罰金 

酒気帯び運転  
１年以下の懲役又は30万円以下の罰金 ３年以下の懲役又は50万円以下の罰金 

車両提供された運転者が  
                 酒酔い運転をした場合 

車両提供者 

５年以下の懲役又は100万円以下の罰金 

車両提供された運転者が  
                 酒気帯び運転をした場合 

３年以下の懲役又は50万円以下の罰金 

酒類を提供された運転者が  
                 酒酔い運転をした場合 

酒類提供者 

３年以下の懲役又は５０万円以下の罰金 

酒類を提供された運転者が  
                 酒気帯び運転をした場合 

２年以下の懲役又は30万円以下の罰金 

同乗させてくれるように要求又は依頼して、 
      運転者が酒酔い運転をした場合 

同乗者 

３年以下の懲役又は５0万円以下の罰金 

同乗させてくれるように要求又は依頼して、  
      運転者が酒気帯び運転をした場合 ２年以下の懲役又は３０万円以下の罰金 

30万円以下の罰金   ３月以下の懲役又は50万円以下の罰金 

酒酔い運転  
３年以下の懲役又は50万円以下の罰金 ５年以下の懲役又は100万円以下の罰金 

酒気帯び運転  
１年以下の懲役又は30万円以下の罰金 ３年以下の懲役又は50万円以下の罰金 
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「
忙
し
く
て
、
納
め
に
行
く
暇

が
な
い
…
」と
い
う
方
に
は
、
安

心
・
便
利
・
確
実
な
口
座
振
替
を

お
勧
め
し
ま
す
。

　

毎
月
、
金
融
機
関
等
に
保
険
料

を
納
め
に
行
く
手
間
が
省
け
て
、

納
め
忘
れ
の
防
止
に
も
な
り
ま
す

の
で
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

※
保
険
料
を
当
月
末
の
口
座
振
替

（
早
割
）に
す
る
と
月
　々

円
の

５０

お
得
、
６
カ
月
分
の
口
座
振
替

前
納
は　

円
の
割
引
、
一
年
度

９６０

分
の
口
座
振
替
前
納
は
３
千　
５５０

円
の
割
引
で
も
っ
と
お
得
で
す

（
平
成　

年
度
分
）。

１９

手
続
き
に
必
要
な
も
の

○
国
民
年
金
保
険
料
納
付
書

○
預
金
通
帳
・
届
出
印

手
続
き
先

　

金
融
機
関
・
社
会
保
険
事
務
所

※
引
き
落
と
し
の
開
始
は
、
口
座

振
替
開
始
通
知
書
で
お
確
か
め

く
だ
さ
い
。

　

保
険
料
納
付
の
ご
案
内
の
ほ
か
、

保
険
料
や
保
険
料
免
除
申
請
書
等

を
お
預
か
り
し
ま
す
。

　

皆
さ
ん
の
年
金
受
給
権
を
確
保

す
る
た
め
の
活
動
に
ご
理
解
い
た

だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

相
談
日　
　

月　

日（
水
）

１０

１７

時　

間　

▼
午
前　

時
か
ら
午
後

１０

０
時　

分
ま
で　

▼
午
後
１
時

１５

か
ら
同
３
時
ま
で

場　

所　

高
尾
野
支
所
会
議
室

内　

容　

国
民
年
金
・
厚
生
年
金

の
手
続
き
等

相
談
員　

川
内
社
会
保
険
事
務
所

職
員

※
込
み
合
う
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま

す
の
で
、
時
間
に
余
裕
を
も
っ

て
お
い
で
く
だ
さ
い
。

※
年
金
記
録
の
ご
相
談
は
本
庁
お

よ
び
各
支
所
の
年
金
担
当
係
で

も
受
け
付
け
て
い
ま
す
の
で
、

気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

問
い
合
わ
せ
先

　

▽
本
庁

　
　

市
民
生
活
課
住
民
年
金
係

　

▽
高
尾
野
支
所
市
民
福
祉
課

　

▽
野
田
支
所
市
民
福
祉
課　

　
（
�
�
２
１
１
１
）

　

本
市
に
お
い
て
も
広
報
や
放
送

な
ど
を
利
用
し
被
害
防
止
に
努
め

て
い
ま
す
が
、
な
か
な
か
減
ら
な

い
の
が
、
Ｓ
Ｆ
商
法（
催
眠
商
法
）、

い
わ
ゆ
る
ハ
イ
ハ
イ
学
校
の
被
害

で
す
。

　

こ
の
悪
質
商
法
の
特
徴
は
、
日

用
品
の
無
料
配
布
な
ど
を
名
目
に

し
て
、
公
民
館
や
民
家
、
仮
店
舗

な
ど
に
人
を
集
め
る
こ
と
で
す
。

そ
し
て
最
終
的
に
は
言
葉
巧
み
に

健
康
食
品
や
布
団
な
ど
の
高
額
商

品
を
契
約
さ
せ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

こ
の
悪
質
商
法
の
対
策
と
し
て

最
も
賢
明
な
の
は
、
最
初
の
集
客

の
時
点
で
つ
い
て
行
か
な
い
こ
と

で
す
。

　

な
ぜ
な
ら
、
そ
の
場
に
行
っ
て

も
買
わ
な
け
れ
ば
い
い
わ
け
で
す

が
、
相
手
は
プ
ロ
で
す
。
せ
っ
か

く
捕
ま
え
た
客
を
簡
単
に
離
し
は

し
ま
せ
ん
。
プ
ロ
の
セ
ー
ル
ス

ト
ー
ク
に
か
な
う
は
ず
も
な
く
、

被
害
者
の
中
に
は「
何
度
も
断
っ

た
が
根
負
け
し
て
買
わ
さ
れ
た
」

と
か
、「
怖
く
て
断
わ
れ
な
か
っ

た
」と
い
う
方
も
い
ま
す
。

　

最
初
か
ら「
高
い
品
物
を
売
り

ま
す
よ
」と
言
わ
れ
れ
ば
消
費
者

も
警
戒
す
る
の
で
す
が
、
最
初
は

目
的
を
隠
し
て
人
を
集
め
ま
す
。

こ
の
時
点
で
ま
ず
悪
質
商
法
で
は

な
い
か
と
疑
っ
て
か
か
る
こ
と
が

重
要
で
す
。

　

悪
質
商
法
の
被
害
に
遭
っ
た
こ

と
に
気
付
い
て
、
帰
っ
て
か
ら

ク
ー
リ
ン
グ
オ
フ
を
し
て
事
な
き

を
得
た
と
い
う
方
も
い
ま
す
が
、

業
者
が
逃
げ
て
捕
ま
ら
な
い
場
合

な
ど
、
ク
ー
リ
ン
グ
オ
フ
の
よ
う

な
正
当
な
手
続
き
を
し
て
も
、
支

払
っ
た
お
金
が
返
っ
て
く
る
保
証

は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

で
す
か
ら
、
も
し
そ
の
よ
う
な

場
に
行
っ
て
し
ま
っ
て
か
ら
悪
質

商
法
で
あ
る
こ
と
に
気
付
い
た
場

合
、
買
わ
な
い
で
済
む
の
な
ら
そ

れ
に
越
し
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
万
一
買
う
こ
と
に
な
っ
て
も

安
易
に
現
金
を
支
払
わ
な
い
こ
と

で
す
。

※
消
費
生
活
に
関
す
る
相
談
は
本

庁
市
民
生
活
課
生
活
環
境
係

（
�
�
４
０
４
２
）ま
で
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

行
く
前
・
買
う
前
・

支
払
う
前
に　

待
っ
た
！

国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国

民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民

年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年

金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金

情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情

報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報

国
民
年
金
情
報

�

�

�

�

������������

������������

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

知知知知知知知知知知っっっっっっっっっってててててててててててててててててててて知ってて
よよよよよよよよよよかかかかかかかかかかっっっっっっっっっったたたたたたたたたた！！！！！！！！！！よかった！　
消費生活情報

出
水
地
区
年
金
相
談
所
を
開
設

保
険
料
納
付
は
、
口
座
振
替
が

便
利
で
お
得
で
す
。

�

�

�

�

�������

�������

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

　
「
口
座
振
替
で
の
前
納
」は
一
年

分
と
半
年
分
の
２
種
類
に
限
ら
れ

ま
す
が
、「
納
付
書
に
よ
る
現
金

で
の
前
納
」は
、
ど
の
月
か
ら
で

も
利
用
で
き
ま
す
。

※
前
納
さ
れ
る
と
き
は
、
川
内
社

会
保
険
事
務
所
ま
た
は
本
庁
・

各
支
所
の
年
金
担
当
係
に
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。
納
付
書
を
送
付

し
ま
す
。

　

納
付
期
限
が
過
ぎ
て
も
国
民
年

金
保
険
料
が
納
め
ら
れ
て
い
な
い

場
合
は
、
社
会
保
険
事
務
所
の
職

員
や
国
民
年
金
推
進
員
が
納
付
等

の
ご
案
内
・
相
談
の
た
め
、
皆
様

の
お
宅
へ
お
伺
い
し
て
い
ま
す
。

　

国
民
年
金
推
進
員
と
は
、
鹿
児

島
社
会
保
険
事
務
局
長
が
任
命
し

た
非
常
勤
の
国
家
公
務
員
で
す
。

お
伺
い
し
た
際
は
、
必
ず
身
分
や

名
前
を
名
乗
り
、
お
伺
い
し
た
目

的
を
ご
説
明
し
ま
す
。
ま
た
、
夜

間
や
休
日
に
お
伺
い
す
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
。

年
度
の
途
中
か
ら
で
も

前
納
制
度
が
利
用
で
き
ま
す
。

社
会
保
険
事
務
所
の
職
員
や

国
民
年
金
推
進
員
が
皆
様
の

ご
自
宅
へ
伺
い
ま
す
。

通常の口座振替では、

　月額　１４，１００円

��
口座振替早割制度

　　　を利用すると

　月額　１４，０５０円

月々　５０円のお得
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今
回
は
、
上
場
高

原
の
コ
ス
モ
ス
を
紹

介
し
ま
す
。 

◆
広
報
い
ず
み
３
月

号
掲
載
の
お
出
か

け
マ
ッ
プ
も
ご
活

用
く
だ
さ
い
。 

※
お
気
づ
き
の
点
、

あ
な
た
し
か
知
ら

な
い
観
光
情
報
を

お
寄
せ
く
だ
さ
い
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上場高原のコスモスが見ごろになりました。
３�に２５万本の花を咲かせています。
見ごろのピークは１０月上旬から中旬にかけ
てですので、お早めにお出かけください。
また、駐車場横では古代マーケットが開催
されますので、お立ち寄りください。

上上上上上上上上上上場場場場場場場場場場高高高高高高高高高高原原原原原原原原原原ココココココココココススススススススススモモモモモモモモモモスススススススススス上場高原コスモス

樹齢１，３００年、樹高１２ｍ、根まわり１７．５ｍもあり、市の天
然記念物に指定されています。蒲生の大楠との悲しい恋物
語も残っています。

古代マーケット古代マーケット

大大大大大大大大大大楠楠楠楠楠楠楠楠楠楠大楠

国道４４７号を大口方面に向かい、大川内中学校前を左折し、数百メー
トル行ったところに棚田が広がります。山の斜面に段々と折り重なり、
近くを流れる川からせせらぎを見ることができ、四季折々の風物を見
せてくれるとともに心にやすらぎを与えてくれます。

正正正正正正正正正正現現現現現現現現現現のののののののののの棚棚棚棚棚棚棚棚棚棚田田田田田田田田田田正現の棚田
ししししししししししょょょょょょょょょょうううううううううう げげげげげげげげげげんんんんんんんんんんしょう げん
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○出水郡医師会では、日・祝日の当番医に加え、平日の午後８時から同１１時まで、救急患者に限り診療協力をしています。
　担当医療機関は、下表のとおりです。
○都合により担当医療機関が変更になることがあります。
○当番医での受診は、急患に限ります。○小児科夜間の時間を９月から変更しました。
※［当］：日曜在宅当番医（午前９時～午後５時）、［夜］：夜間当番医（午後８時～同１１時）、［児夜］：小児科夜間当番医（午後７時～同１０時）

当当当当当当当当当当当当当当番番番番番番番番番番番番番番医医医医医医医医医医医医医医ののののののののののののののおおおおおおおおおおおおおお知知知知知知知知知知知知知知ららららららららららららららせせせせせせせせせせせせせせ当番医のお知らせ

10　　　　　月

医 療 機 関 名日医 療 機 関 名日

�○８２ ００１７上の原・高尾野内科高尾野医療センター［夜］
１６�

�○６２ ８６００千本付内科楠元内科医院［夜］
１�

�○６７ １６１１早 馬外科出水総合医療センター［夜］�○７３ １３３１（阿久根市）外科阿久根市民病院［夜］

�○６７ １６１１早 馬内科出水総合医療センター［夜］
１７�

�○７３ １３３１（阿久根市）内科阿久根市民病院［夜］
２�

�○７３ １３３１（阿久根市）外科阿久根市民病院［夜］�○６７ １６１１早 馬外科出水総合医療センター［夜］

�○７３ １３３１（阿久根市）内科阿久根市民病院［夜］
１８�

�○６７ １６１１早 馬内科出水総合医療センター［夜］
３�

�○６７ １６１１早 馬外科出水総合医療センター［夜］�○７３ １３３１（阿久根市）外科阿久根市民病院［夜］

�○６７ １６１１早 馬内科出水総合医療センター［夜］
１９�

�○７３ １３３１（阿久根市）内科阿久根市民病院［夜］
４�

�○８２ ００１７上の原・高尾野外科高尾野医療センター［夜］�○８２ ００１７上の原・高尾野外科高尾野医療センター［夜］

�○７３ １３３１（阿久根市）内科阿久根市民病院［夜］

２０�

�○６７ １６１１早 馬内科出水総合医療センター［夜］
５�

�○６７ １６１１早 馬外科出水総合医療センター［夜］�○７３ １３３１（阿久根市）外科阿久根市民病院［夜］

�○６７ １６１１早 馬出水総合医療センター［児夜］�○７３ １３３１（阿久根市）内科阿久根市民病院［夜］

６� �○６７ １８６１六月田中内・外・胃腸・整形科東医院［当］

２１�

�○６７ １６１１早 馬外科出水総合医療センター［夜］

�○８２ ３９９８大久保内・皮膚・精神科奥田蘇明会医院［当］�○６２ ０１６７栄 町二宮医院［児夜］

�○６８ ０６３３（阿久根市）小児科しみずこども医院［当］�○６２ ０１６７栄 町小児科二宮医院［当］

７�

�○８８ ２５９５（長島町）内・外科平尾診療所［当］�○８２ ３１１３西水流内・精神・神経科高尾野病院［当］

�○６７ １６１１早 馬内科出水総合医療センター［夜］�○７３ ０５５３（阿久根市）内・呼吸器科鶴見医院［当］

�○７３ １３３１（阿久根市）外科阿久根市民病院［夜］�○８８ ５０４０（長島町）内・外・婦人科飯尾医院［当］

�○６７ １６１１早 馬出水総合医療センター［児夜］�○８２ ００１７上の原・高尾野内科高尾野医療センター［夜］

�○７２ ００１６（阿久根市）外・小児・整外科北国医院［夜］
２２�

�○７３ １３３１（阿久根市）外科阿久根市民病院［夜］

�○６７ １６１１早 馬外科出水総合医療センター［夜］�○６２ ０１６７栄 町二宮医院［児夜］

�○６７ １６１１早 馬内科出水総合医療センター［夜］
２３�

�○６３ ７８００沖 田泌尿器科よしだ泌尿器科クリニック［当］

８�

�○７３ １３３１（阿久根市）外科阿久根市民病院［夜］�○８２ ００６５大久保内・外・小児科朝倉医院［当］

�○８２ ００１７上の原・高尾野内科高尾野医療センター［夜］
２４�

�○７２ ５００５（阿久根市）皮膚科山下ひふ科［当］

�○６７ １６１１早 馬外科出水総合医療センター［夜］�○７５ ０２００（阿久根市）胃腸・外科黒木胃腸科外科［当］

�○６７ １６１１早 馬内科出水総合医療センター［夜］
２５�

�○８６ ００５４（長島町）内・外科鷹巣診療所［当］

�○７３ １３３１（阿久根市）外科阿久根市民病院［夜］�○７３ １３３１（阿久根市）内科阿久根市民病院［夜］

�○７３ １３３１（阿久根市）内科阿久根市民病院［夜］
２６�

�○６７ １６１１早 馬外科出水総合医療センター［夜］

�○６７ １６１１早 馬外科出水総合医療センター［夜］�○６７ １６１１早 馬内科出水総合医療センター［夜］
９�

�○６７ １６１１早 馬内科出水総合医療センター［夜］

２７�

�○７３ １３３１（阿久根市）外科阿久根市民病院［夜］

�○７３ １３３１（阿久根市）外科阿久根市民病院［夜］�○７３ １３３１（阿久根市）内科阿久根市民病院［夜］
１０�

�○６７ １６１１早 馬出水総合医療センター［児夜］�○６７ １６１１早 馬外科出水総合医療センター［夜］

�○６７ ５５６０今釜西内・神経内科つかさとクリニック［当］

２８�

�○８２ ３１１３西水流内・精神・神経科高尾野病院［夜］
１１�

�○６３ １１１２鹿 島皮膚科よう皮ふ科医院［当］�○７３ １３３１（阿久根市）外科阿久根市民病院［夜］

�○６４ ６１００（阿久根市）内・外科門松医院［当］�○７３ １３３１（阿久根市）内科阿久根市民病院［夜］
１２�

�○７４ ００５４（阿久根市）内科大川診療所［当］�○６７ １６１１早 馬外科出水総合医療センター［夜］

�○８８ ５０４０（長島町）内・外・婦人科飯尾医院［当］�○６７ １６１１早 馬内科出水総合医療センター［夜］

１３� �○７３ １３３１（阿久根市）内科阿久根市民病院［夜］�○７３ １３３１（阿久根市）外科阿久根市民病院［夜］

�○６７ １６１１早 馬外科出水総合医療センター［夜］�○６３ ７７０７向 江キッズクリニック［児夜］

�○６７ １６１１早 馬出水総合医療センター［児夜］�○６３ ７７０７向 江小児・内科キッズクリニック［当］

１４�

�○６７ １６１１早 馬内科出水総合医療センター［夜］
２９�

�○６２ ０１７０栄 町耳鼻咽喉科吉田耳鼻咽喉科医院［当］

�○７３ １３３１（阿久根市）外科阿久根市民病院［夜］�○７２ ００３８（阿久根市）内・外科喜多医院［当］

�○７３ １３３１（阿久根市）内科阿久根市民病院［夜］
３０�

�○８８ ６４０５（長島町）内・外科長島クリニック［当］

�○６７ １６１１早 馬外科出水総合医療センター［夜］�○７３ １３３１（阿久根市）内科阿久根市民病院［夜］

�○６７ １６１１早 馬内科出水総合医療センター［夜］
３１�

�○６７ １６１１早 馬外科出水総合医療センター［夜］

�○７３ １３３１（阿久根市）外科阿久根市民病院［夜］�○６３ ７７０７向 江キッズクリニック［児夜］

�○６７ １６１１早 馬内科出水総合医療センター［夜］
１５�

�○７３ １３３１（阿久根市）外科阿久根市民病院［夜］
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　本市萩之段のご出身で、出水市名誉市民の金丸三
郎氏（東京都在住）が、８月１５日、東京都内の病院で
ご逝去されました。享年９４歳。
　金丸さんは、大正３年２月８日生まれ。自治省税
務局長、県副知事などを歴任し、昭和４２年に県知事
に就任。昭和５２年に、参議院議員に初当選。昭和６３
年には総務庁長官を務められ、平成元年に引退され
ました。
　その後は、（財）統計情報研究開発センター会長や
参議院協会会長などを務められていました。
　県知事時代は、九州新幹線基本計画の決定や出水
平野土地改良事業の推進などに尽力されたほか、昭
和４７年の「太陽国体」を成功させるなど、積極的な県
政を展開されました。
　平成元年の秋の叙勲で、勲一等瑞宝章を受章、平
成１３年には出水市名誉市民の称号を受けられました。

　「女性消防隊」（井手上涼子さん、原田るみさん、元
島仁美さん、山道早苗さん、前田恵さん、前田みど
りさん、前田智子さん）は、昨年の鹿児島県北部豪
雨災害時に、各避難所に対し炊き出しなどを行った
太田自治会を中心に組織されました。
　10月25日には、横浜市で開催される「全国女性消
防操法大会」に鹿児島県代表として出場します。
　隊員は、７月から猛暑の中、大粒の汗を流し、厳
しい指導を受けながら、仕事と家事の合間に、週３
回の訓練に励んでいます。
　全国大会に臨む、「女性消防隊」に温かい声援をお
願いします。
　また、関東在住の親戚や知人の方にも、ご案内く
ださいますようお願いします。

故金丸三郎氏の市葬を開催します
　故金丸三郎氏の生前のご功績に感謝し、市
民の皆さんと共にご冥福をお祈りするため、
市葬を執り行います。

日　時　10月30日（火）　午前10時
場　所　市文化会館
※当日の会場周辺は、大変混雑することが予
想されますので、通行の際は、十分ご注意
ください。
問い合わせ先
　本庁総務課行政係（��4022）

「出水市女性消防隊」が全国大会に出場します

全国女性消防操法大会

日　時　10月25日（木）

　　　　午前９時開会

場　所　神奈川県横浜市戸塚区深谷町777番地

　　　　日本消防協会中央消防訓練場

問い合わせ先

　出水市消防本部　警防課消防団係（��0119）

名誉市民　金丸三郎氏ご逝去 
10月30日に市葬 

東京での葬儀・告別式の様子東京での葬儀・告別式の様子

１月に来庁された際の写真１月に来庁された際の写真



20広報いずみ ２００７（平成１９年）１０/１号

フォトニュース フォトニュース 
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ラ
ブ
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２
年
生
９
人
と
、

高
尾
野
中
学
校
ツ
ル
ク
ラ
ブ
の
２
年
・
３
年

生
の　

人
が
８
月　

日
か
ら
同　

日
ま
で
、

１１

２１

２４

「
釧
路
湿
原
研
修
」の
た
め
、
北
海
道
釧
路
市

を
訪
問
し
ま
し
た
。

　

こ
の
研
修
は
、
市
の
青
少
年
友
好
都
市
派

遣
研
修
事
業
に
よ
る
も
の
で
、
本
市
と
友
好

都
市
の
釧
路
市
に
ツ
ル
ク
ラ
ブ
員
を
派
遣
し
、

釧
路
湿
原
で
、
タ
ン
チ
ョ
ウ
が
生
息
す
る
広

大
な
自
然
環
境
を
見
聞
し
て
ツ
ル
に
つ
い
て

の
知
識
を
深
め
る
こ
と
を
目
的
に
行
わ
れ
ま

し
た
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研
修
の
２
日
目
に
は
、
釧
路
市
立
阿
寒
中

学
校
を
訪
問
。
同
校
の「
鶴
特
別
委
員
会
」の

　

人
と
交
流
会
を
行
い
、
ツ
ル
に
関
す
る
お

１２互
い
の
活
動
成
果
を
発
表
し
、
親
交
を
深
め

ま
し
た
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本
市
高
尾
野
内
陸
工
業
団
地
に
第
１
、
第

２
工
場
が
あ
り
、
精
密
機
械
加
工
等
を
主
な

業
務
と
す
る（
株
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ル
マ
エ
が
、
同
工
業
団

地
内
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隣
接
地
に
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第
４
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場
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設
す
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な
り
、
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月
５
日
、
本
庁
大
会
議

室
で
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株
）マ
ル
マ
エ
と
本
市
の
企
業
立
地

協
定
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印
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
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同
調
印
式
で
、（
株
）マ
ル
マ
エ
の
前
田
俊

一
社
長
は
、「
地
域
の
経
済
発
展
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地
元
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の
貢
献
が
で
き
る
よ
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が
ん
ば
り
た
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あ
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さ
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さ
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ま
し
た
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ま
た
、
渋
谷
市
長

も「
今
後
も
ま
す
ま
す
の
発
展
を
期
待
し
て

い
ま
す
」と
話
し
ま
し
た
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な
お
、
第
４
工
場
の
建
物
面
積
は
約
１
千

　

平
方
�
。
本
年　

月
に
着
工
し
、
平
成　

４００

１０

２０

年
２
月
に
操
業
予
定
で
、
従
業
員　

人
を
新

１８

規
採
用
す
る
予
定
で
す
。

　

市
の
青
少
年
海
外
体
験
事
業
に
よ
り
、
夏

休
み
期
間
中
の
７
月
下
旬
か
ら
８
月
下
旬
ま

で
の
約
１
カ
月
間
、
ア
メ
リ
カ
で
の
ホ
ー
ム

ス
テ
イ
を
体
験
し
た
市
内
の
中
高
生　

人
１１

（
中
学
生
７
人
、
高
校
生
４
人
）が
、
８
月　
２８

日
に
市
長
室
を
訪
れ
、
渋
谷
市
長
に
帰
国
報

告
を
行
い
ま
し
た
。

　

生
徒
た
ち
は
、「
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
は

優
し
く
て
、
本
当
の
家
族
の
よ
う
に
接
し
て

く
れ
ま
し
た
」、「
ア
メ
リ
カ
と
日
本
の
生
活

や
文
化
の
違
い
を
た
く
さ
ん
学
べ
ま
し
た
」

と
、
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
で
の
感
想
や
エ
ピ
ソ
ー

ド
を
報
告
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
を
受
け
て
渋
谷
市
長
は
、「
今
回
体

験
し
た
こ
と
を
今
後
の
学
校
生
活
や
家
庭
生

活
に
大
い
に
役
立
て
て
く
だ
さ
い
」と
話
し

ま
し
た
。

　

８
月　

日
、
南
九
州
西
回
り
自
動
車
道
の

２７

整
備
推
進
に
つ
い
て
、
国
土
交
通
省
九
州
地

方
整
備
局
に
対
し
要
望
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
の
要
望
活
動
は
、
沿
線（
鹿
児
島
市
〜

八
代
市
）の
関
係
自
治
体
等
で
組
織
す
る「
南

九
州
西
回
り
自
動
車
道
建
設
促
進
協
議
会
・

期
成
会
」に
よ
る
も
の
で
、
両
会
を
代
表
し

て
渋
谷
市
長
が
本
路
線
の
早
期
完
成
の
要
望

を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
同
日
、
出
水
地
域（
２
市
１
町
）で
構

成
す
る「
出
水
地
域
開
発
促
進
協
議
会
」が
、

北
薩
横
断
道
路
の
早
期
整
備
等
の
要
望
を
行

い
ま
し
た
。

　

今
後
も
高
速
交
通
網
の
整
備
推
進
に
つ
い

て
、
要
望
活
動
を
継
続
し
て
ま
い
り
ま
す
。

南
九
州
西
回
り
自
動
車
道
の
早
期

整
備
に
向
け
た
要
望
活
動

中
・
高
校
生　

人
が
帰
国
報
告

１１

ツ
ル
ク
ラ
ブ
が

釧
路
市
で
研
修

企
業
立
地
協
定
調
印
式
を

開
催

握手する㈱マルマエの前田俊一社長握手する㈱マルマエの前田俊一社長（中（中））、渋、渋谷市長谷市長（右）（右）
と立会人の駒路県産業立地課長と立会人の駒路県産業立地課長
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フォトニュース フォトニュース 

　８月１８日から同１９日にかけて、高尾野川河川敷
ジョギングコース（１周約２��）で、「第４回２４時
間高尾野ひまわり駅伝大会」が開催され、２４時間の部
に１８チーム、１２時間の部に７チームが参加しました。
　１８日の正午に一斉にスタート。１９日正午のゴール
までタスキをつなぎ、全チームが無事にゴールしま
した。

　９月２日、出水・西出水・東出水・米ノ津地区で
自治会対抗による市民体育大会が行われました。
　各地区ごとに、趣向を凝らした競技もあり、秋空
の下、参加者は大きな声援を受けながら、それぞれ
の競技に汗を流しました。
　なお、高尾野地域・米ノ津東地区・荘地区は１０月
２８日に、野田地域は、１１月４日に開催されます。

全
チ
ー
ム
が
完
走
！

各
地
区
で
市
民
体
育
大
会

を
開
催

　８月２１日、九州中学総体陸上競技大会に出場した、
野田中学校の東克俊君（２年・左から４番目）と桐原
悠也君（２年・左から２番目）が市長室を訪れ、九州
大会の報告をしました。
　同競技大会は、８月１１日に沖縄県で開催され、東
君と桐原君は２年男子１００�に出場。悪天候のため
タイムレースとなりましたが、東君が第２位（１１秒
９５）、桐原君が第４位（１２秒０７）に入賞しました。

　８月５日、高尾野川クリーン作戦が行われました。
　これは、高尾野内水面漁協（�崎正風組合長）と市
が「地域の自然を守ろう」と呼びかけて、毎年実施し
ているものです。
　早朝から市民約１５０人が参加。周辺のゴミを拾っ
たり、大きく伸びた雑草を草刈り機で刈り取りまし
た。

高
尾
野
川
を
清
掃

九
州
大
会
で
入
賞

第２回自治会対抗バレーボール大会は西水流自治会が２連覇！
（準優勝　桜町自治会、第３位　上り立自治会、本城自治会）

　第２回自治会対抗バレーボール大会が、９月９日
１１日、１２日、１３日の４日間にわたり開催されました。
　予選は、同９日に市内の６会場（市総合体育館、
市高尾野体育館、市野田体育館、下水流小学校体育
館、江内体育館、高尾野小学校体育館）で行われ、
４２チームが参加しました。
　市総合体育館で行われた決勝戦は、西水流自治会
と桜町自治会の対戦となり、手に汗握る熱戦の末、
セットカウント２対１で、西水流自治会が２連覇を
果たしました。
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西
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流
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西水流 
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十三佛 

柴　引 

太田原住宅 

桜　町 
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大　和 
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そ
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ろ
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あ
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（
真　
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ま 

り
ん

奥　

村　
 
芽 　
 
生 　

（
晃　

一
）

め 

い

平　

澤　
 
夏 　
 
野 　

（
完
辞
・
香
織
）

か 

の

厚　

地　
 
穂  
乃  
香 　

（
昌　

吾
）

ほ 

の 

か

坂　

元　
 
美 　
 
優 　

（
武　

志
）

み 

ゆ

（
８
月
７
日
〜
９
月
３
日
届
け
出
分
）

（
死　

亡　

者
）（
年
齢
）（
住
所
）

西　

島　

助　

吉　
　
　

太
鼓
橋

77

川　

南　

春　

美　
　
　

大
久
保

90

伊
集
院　

靖　

子　
　
　

鶴　
　

見

69

�
戸
口　

ト
シ
子　
　
　

今
釜
東

76

田　

島　

チ　

モ　
　
　

桜　
　

町
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朝　

熊　

キ
ク
エ　
　
　

鹿
島
住
宅

94

福　

元　

三　

郎　
　
　

西
水
流

77

秀　

島　
　

實　
　
　
　

竪
馬
場

81

境　

原　

成　

子　
　
　

平
松
東

70

道　

添　

國　

俊　
　
　

六
月
田
中

53

河　

路　

フ
ジ
ノ　
　
　

鹿　
　

島

89

宮　

本　

重　

夫　
　
　

米
ノ
津
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井　

川　

一　

義　
　
　

上
町
住
宅
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湯　

田　

勇　

�　
　
　

表　
　

上

67

渡　

辺　

博　

昭　
　
　

針　
　

原

34

香
典
返
し
寄
付
〈
敬
称
略
〉

柴　

山　

良　

和　
（
木
串
）

瀬
戸
口　
　

武　
　
（
今
釜
東
）

伊
集
院　

紀　

彦　
（
鶴
見
）

朝　

熊　

弘　

道　
（
鹿
島
）

宇
都
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（
兵
庫
県
明
石
市
）

福　

元　

イ
ク
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（
西
水
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）
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弘　
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（
竪
馬
場
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六
月
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原　
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（
平
松
東
）
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男　
（
鹿
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テ
イ
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米
ノ
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前
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今
釜
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下
リ
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幡（
出
水
）

98

松　

岡　

キ
ク
ヱ　
　
　

朝　
　

熊

92

三　

上　

シ
ズ
コ　
　
　

出
水
の
里

97

原　
　
　

シ　

ヅ　
　
　

さ
ぎ
や
な

87

嵐　
　
　
 
　

子　
　
　

名
古
西

83

谷　

山　
　

偵　
　
　
　

山　
　

崎

92

（
８
月
７
日
〜
９
月
３
日
届
け
出
分
）

前　
　
　

芙
美
子　
（
御
岳
）

東　

畠　

キ
ミ
子　
（
西
通
）

三　

上　

幸　

男　
（
沖
田
）

松　

岡　

美
智
子　
（
朝
熊
）

谷　

山　

民　

子　
（
山
崎
）

原　
　
　

貞　

夫　
（
さ
ぎ
や
な
）

一
般
寄
付

丸
尾
印
刷
有
限
会
社

梅　

田　

秀　

子　
（
広
瀬
）

＝
以
上
市
社
会
福
祉
協
議
会
へ
＝

　
お
誕
生
、
ご
め
い
福
、
ご
寄
付
欄

へ
の
掲
載
に
不
都
合
の
あ
る
方
は

届
け
出
の
際
に
お
知
ら
せ
い
た
だ

く
か
、
本
庁
情
報
広
報
課
ま
で
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

【
訂
正
と
お
わ
び
】

　

先
月
号
の　

�
、『
Ｈ
Ｏ
Ｔ
！

２５

フ
ォ
ト
ニ
ュ
ー
ス
』の
欄
で
、「
ち

び
っ
こ
力
子
に
大
き
な
声
援
」と

あ
り
ま
し
た
が
、「
ち
び
っ
子
力

士
に
大
き
な
声
援
」の
誤
り
で
し

た
。

　

ま
た
、
９
月　

日
号（
お
知
ら

１５

せ
版
）の
２
�
、
特
設
人
権
相
談

所
を
開
設
の
欄
で
高
尾
野
地
域
に

「
福
田
ま
り
子
さ
ん
」と
し
て
あ
り

ま
し
た
が
、「
東
畠
政
子
さ
ん
」の

誤
り
で
し
た
。

　

訂
正
し
て
お
わ
び
申
し
上
げ
ま

す
。

ごごごご
めめめめ
いいいい
福福福福
をををを

ご
め
い
福
を

おおおお
祈祈祈祈
りりりり
しししし
まままま
すすすす

お
祈
り
し
ま
す

ごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごご
寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄
付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付
あああああああああああああああああああああああああああああああああ
りりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりり
ががががががががががががががががががががががががががががががががが
ととととととととととととととととととととととととととととととととと
ううううううううううううううううううううううううううううううううう

ご
寄
付
あ
り
が
と
う

ごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごご
ざざざざざざざざざざざざざざざざざざざざざざざざざざざざざざざざざ
いいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいい
ままままままままままままままままままままままままままままままままま
ししししししししししししししししししししししししししししししししし
たたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたた

ご
ざ
い
ま
し
た

ご
寄
付
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
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暮暮暮暮暮暮暮暮暮暮暮ららららららららららししししししししししののののののののののらしの情情情情情情情情情情報報報報報報報報報報情報

１１１１１１１１１１１１１１００００００００００００００１０月月月月月月月月月月月月月月のののののののののののののの主主主主主主主主主主主主主主なななななななななななななな行行行行行行行行行行行行行行事事事事事事事事事事事事事事月の主な行事

世世世世世世世世世世世世世世世世世世世世帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯数数数数数数数数数数数数数数数数数数数数とととととととととととととととととととと人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口世帯数と人口
（９月１日現在：住民基本台帳）

２万４，０７５（－　５）世 帯 数
５万７，７６９（－２６）人　　口
２万７，０２６（－１９）男
３万　７４３（－　７）女

４７出　　生
５１死　　亡
１３６転　　入
１４７転　　出

（　）内は前月比
※歯科医院診療時間　午前８時～正午
◎変更になることがあります。
　出水消防署（��０１１９）にお問い合わせください。

休休休休休休休休休休休休休休日日日日日日日日日日日日日日当当当当当当当当当当当当当当番番番番番番番番番番番番番番医医医医医医医医医医医医医医・・・・・・・・・・・・・・当当当当当当当当当当当当当当番番番番番番番番番番番番番番薬薬薬薬薬薬薬薬薬薬薬薬薬薬局局局局局局局局局局局局局局休日当番医・当番薬局
１０月　７日

麓○６４ ２１５１歯 科北 園 歯 科 医 院

下 山○６４ ２２１１し も ず る 薬 局

１０月　８日

仲町・野田○８４ ４７００歯 科太田歯科クリニック

沖 田○６４ １１３２こ が ね 薬 局

１０月１４日

八幡・出水○６３ ０３９３歯 科お て き 歯 科 医 院

向 江○６３ ７７００さ く ら 薬 局

栄 町○６３ ４３００ク レ イ ン 調 剤 薬 局

１０月２１日

西 町○６３ ２３０６歯 科上 野 歯 科 医 院

六月田下○６７ ２０５５あ じ さ い 薬 局

１０月２８日

（阿久根市）○７３ ３２２２歯 科宮 薗 歯 科 医 院

今 釜 西○６５ ７５５０い ま が ま 調 剤 薬 局

鹿 島○６３ ７３２２あ す か 薬 局

◎押し花展（９月２２日～１０月２８日・クレインパークい
ずみ）
７日（日）�第２７回鶴の郷野田ロードレース大会
　　　　　（午前９時３０分・市野田多目的グラウンド）
　　　　�サンデーサイエンス（午後２時・クレイン

パークいずみ）１４日、２１日、２８日（同）
８日（月）�第２回市民スポーツフェスティバル
　　　　　（午前１０時・市総合体育館ほか）
　　　　�バーベキュー in上場高原（正午・上場小学

校グラウンド）
１４日（日）�第６回青年の家フェスティバル（午前１０

時・市青年の家）
２０日（土）�市ＰＴＡ研究大会（午後１時・市音楽ホー

ル）
２１日（日）�第２回自治会対抗ソフトボール決勝大会
　　　　　（午前８時３０分・多目的広場）
２２日（月）�第２回自治会対抗ソフトボール決勝大会
　　　　　（午後７時・多目的広場）
２７日（土）�読書活動日本一のまちづくり推進大会
　　　　　（午後１時２０分・市音楽ホール）
　　　　�野田地域文化祭
　　　　　（午前９時・野田体育館）
２８日（日）�野田地域文化祭
　　　　　（午前９時・野田農村環境改善センターほか）
　　　　�ねんりんピック鹿児島２００８剣道交流大会
　　　　　リハーサル大会（午前９時３０分・市総合体

育館）
　　　　�地区別市民体育大会（高尾野地域・米ノ津

東地区・荘地区）
３０日（火）�市小学校陸上記録会（午前９時・市陸上競

技場）

平成１９年度秋の自然まつり

第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回青青青青青青青青青青青青青青青青青青青青青年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年ののののののののののののののののののののの家家家家家家家家家家家家家家家家家家家家家フフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフェェェェェェェェェェェェェェェェェェェェェススススススススススススススススススススステテテテテテテテテテテテテテテテテテテテティィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィバババババババババババババババババババババルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルル第６回青年の家フェスティバル
～家族や友達と一緒に青年の家の秋を楽しもう！～　
日　　時　１０月１４日（日）　午前１０時～午後３時３０分
場　　所　市青年の家（本館）
対 象 者　どなたでも参加できます（小学３年生以下

は、保護者同伴とします）。
　　　　　子ども会、クラス等団体での参加も可能です。
内　　容
　★手作り体験コーナー
トールペイント、まがたま、どろだんご、モビー
ル（吊り下げ飾り）、よく飛ぶ紙飛行機、木のこし
かけ、三段つりだな

　※どの手作り体験も製作に１～２時間程度かかります。
　※手作り体験コーナー、食堂は事前に申し込みが必
要です。

　★実験・観察コーナー
昼間の太陽を見てみよう（５０�反射望遠鏡を使い
ます。）

材 料 費（１製作につき）
　どろだんご、モビール、よく飛ぶ紙飛行機・・・・５０円
トールペイント、まがたま、木のこしかけ、三段つ
りだな ・・・・・・・１００円
申込方法
１０月１０日（水）までに青年の家に電話またはファック
スでお申し込みください。

申込・問い合わせ先　市青年の家（��２１３５、ＦＡＸ�９４１７）
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開放する体育施設　市総合体育館内市民スポーツ課、
高尾野教育支所生涯学習室、野田教育支所生涯学習
室が貸し出している体育施設
時　　間　午前８時３０分～午後５時

（ただし、総合体育館は午後１時～同５時、
市民プールは午前１０時～午後５時）

利用時間　２時間以内
※ラケット、ボール等は各自でご用意ください。事前
の予約はできません。当日受付のみです。
問い合わせ先　市総合体育館内市民スポーツ課（��２１４４）
　　　　　　　高尾野教育支所生涯学習室（��５４５１）
　　　　　　　野田教育支所生涯学習室（��２０２６）

１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１０００００００００００００００００００００００００００００月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月８８８８８８８８８８８８８８８８８８８８８８８８８８８８８日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育ののののののののののののののののののののののののののののの日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日）））））））））））））））））））））））））））））ははははははははははははははははははははははははははははは１０月８日（体育の日）は
市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市ののののののののののののののののののののののののののののの体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設ををををををををををををををををををををををををををををを無無無無無無無無無無無無無無無無無無無無無無無無無無無無無料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開放放放放放放放放放放放放放放放放放放放放放放放放放放放放放！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！市の体育施設を無料開放！
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食
べ
て
無
病
息
災
を
祝
う
春
の
七

草
。
眺
め
て
楽
し
む
秋
の
七
草
。

　

万
葉
集
に
出
て
く
る
秋
の
七
草
は
、

萩
の
花
、
尾
花（
ス
ス
キ
）、
葛
花
、

撫
子
の
花
、
女
郎
花（
オ
ミ
ナ
エ
シ
）、

藤
袴
、
朝
貌（
あ
さ
が
お
）の
七
種
で

す
が
、
ハ
ギ
、
ス
ス
キ
、
ク
ズ
、
オ

ミ
ナ
エ
シ
は
、
古
く
か
ら
薬
と
し
て

も
利
用
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
風
邪
薬

と
し
て
の
葛
根
湯
は
有
名
で
す
。

　

オ
ミ
ナ
エ
シ
は
優
し
い
黄
色
い
花

で
す
が
、
同
じ
時
期
に
咲
く
白
い
花

が
あ
り
ま
す
。
名
前
は
オ
ト
コ
エ
シ
。

ま
た
、
淡
黄
色
の
花
も
あ
り
、
こ
ち

ら
は
オ
ト
コ
オ
ミ
ナ
エ
シ
と
い
い
ま
す
。

　

と
こ
ろ
で
、
朝
貌（
あ
さ
が
お
）が

秋
？
と
思
わ
れ
た
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
万
葉
集
で
歌
わ
れ
た
朝

貌
は
、
桔
梗
の
こ
と
だ
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。

『今月の問題』
　ジュイチーと鳴く
鳥は、なんと言う名
前でしょうか。　
　Ａ　ジュウイチ
　Ｂ　ゴジュウカラ
　Ｃ　シジュウカラ
　
☆答えはホームペー
ジか来月号で
（先月号の答えは、
Ｂの星でした。）

18

女郎花
（オミナエシ）

　９月９日、市音楽ホールで「アマチュア・
ミュージック・フェスティバル　ＩＮ　ＩＺＵＭＩ」が
開催され、市内のアマチュアバンド９組が出演
しました。
　出演した９組の個人やバンドは、ロックや
ニューミュージックなどのヒット曲や懐かしい
曲を熱唱しました。また、オリジナルの曲を披
露するバンドもあり、会場も盛り上がっていま
した。

１年生は福祉体験、２年生は
職場体験、３年生は高校見学
と各学年の発達段階に応じた
体験学習を行っています。

部活動加入率は９３％。今年は
全校生徒１５９人中７４人が県中
学校総合体育大会に出場しま
した。陸上部は県の代表とし
て九州大会に出場しました。

個別指導の充実に取り組んで
います。授業の内容が定着す
るよう昼休みも放課後も個別
に学習に取り組んでいます。

師弟同行で毎朝１０分間、朝読
書をしています。静寂な中で
の読書が一日を落ち着いた気
持ちでスタートさせます。
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野田中学校 

生徒数：159人 

〈校訓〉 
　・自主 
　・自律 
　・協力 
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